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解　　　　説

TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第2版について

-　FLI STおよびMLI STコマンド　-

*　　　　　　　　　　a. ヽtI

末永　正1、,平野　広幸…

eサ^^;b　昌

TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF :Brief Touch Facility)は, FACOM

OS IV/F4のもとでTSSコマンドを実行する場合の入力操作を支援するシステムで, FL I S

TコマンドおよびMLISTコマンドの2つのコマンドプロセッサからなる　　FLI STは,セ

シ3ン開設者の所有するデー~タセットの一覧を表示し, MLI STは.区分データセットのメンバ

ー覚を表示する機能を持っ.　両者ともメニュー一覧の対象項目に対してコマンド入力を行える.

きた,実行したコマンドは.その履歴を保存しており.再度編集実行できる.　さらに　FLIS

TおよびML I STによって生成したメニューは有機的に結合し.存在するメニューを自由に切り

替えて表示できる.

本手引書は.読者がFACOM OSIV/F4のTSSを多少経験していることを前提にして

いるが.その予備知識としては一日程度のTSS利用経験があればよい.　以下では,本システム

の解説を3部に分けて述べる.　第1部はフルスクリーン型端末における使用法,第2部はTTY

端末における使用法を解説する.第3部は,指令言語(コマンドおよびサブコマンド)の詳細を

記述する.

なれ第1版桝からの変更個所に対しては,日次に':く印を付しているので.従来からの利用者

は*印以外の項目を読み飛ばしてもきしつかえない.

昭和60年1 1月25日受理

章九州大学大型計算槻センター　研究開発部

P.九州大学大型計算機センター　業務掛

章毒害第1版は,九州大学大型計算槻センター広報, Vol.15, No.5, 1982 rTSSコマンド入力支援

システムの開発についてJを指す.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)

巨l

第1部　フルスクリーン型端末における使用法

1　開始と終了

吹

1.1　FLI STメニュー

ヽ■
こコ

1.1.1名前による選択　一一一　　一--一　　　一-(FL a*, FL *.fort, etc)-

1.1.2　編成による選択　　--一一一一　　　一-(FL * PS, FL * PO)

1.1.3　ボリュームによる選択　　　　　　一一---(FL * V(pub皐), etc)

1.2　ML 1 STメニュー　　　　一　　　　　一　　　一一一一一一一　　　　　　　　一一

1.3　メニュー表示の終了　一一一-----一一　　一一一一一-(PF3キー)一　　　　　　一-一一一一一-

2　画面の移動　　　一　　　　　　　　　　　　　一一-一一　　一一一一一一一一

2.1相対位置による移動　　　　一一一一　　一一一一一一一一(/◆10. /-15, etc)-　　　　　一一

2.2　絶対位置による移動　一一一一　　一一一・一　　一-(.TOP, .B, /100, etc)-　　一一

2.3　項目サーチによる移動　一　　　一一一一一一-一一一一一(/abc, /*.data, etc)一一　　一一

2.4　画面の一時退避と回復　一一一一---一一　　　　(.PUsh, .POP)----一一一一一一一　　一

ll

ll

12

12
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13
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13

13

3　コマンド入力

3.1カーソル移動

3.2　BTF用サブコマンドとTSSコマンドとの区別

章　3.3　単独入力フィールドにおける入力　　　----一

章　3.4　項目指定入力フィールドにおける入力　　　　-

3.5　人カコマンドにおける制約

3.8　コマンド実行終了後の表示

14

14

14

14

15

17

17

3.7　一括入力と繰り返し入力　一一一一一一　　一一一-(=,?)-一　　　　一　　　　一

章　3.8　実行コマンドの一時中断と再開または取消　-(QUIT, .VAKEup, .CANcel)　-一

章　3.9　READY状態でのコマンド実行　一一-一　　一(.EXIT, RETURN)-　　　　-

4　メニュー情報の訂正　　　一　　一　　一一　　　　　一--一　　一一一一　　　　一

4.1表示情報の再設定　　　　一　　　一一　　一-(.REnev)--一　　　　　一

4.2　項目追加　　　　　　　一　　　　一　　　(.Append, .REnew)-

5　メニュー表示形式の変更　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一一一一一-一一一一

章　5.1項目指定人カフィールドの拡大　一一一一一一　(PF9キー)一一--一一一一一一一

5.2　データセット名の完全表示　　　　　　　　　(PF9キー)一一　　一　　　　一一-一一-

5.3　ソーティング　一一一一一　　一一　　　　　　　　・(.Sx, PF4キート　　　ー

5.4　別名メンバとの対応表示　----一一-一一一一一一一一一一(PF9キー)-一一一　　　　　一一

章　5.5　メニュー項目名による選択表示　一一一　　　　・(.s臥*.FORT, .SEL *, etcト一一一

章　5.6　メニュー項目の表示抑止　一一一一一一　　　　・(.X, .XX-.XX, .RECover)

6　複数メニュー画面の生成　　　　　　　-　　　　一一一一　　一一一一一一一　　一

6.1画面生成の状態表示　一　　　　一一--一一一一一一一(.DISP, PF的-)一一　　　一-一一一一

6.2　画面の切り替え　一　　　　一　　　　　　　(PF2キー)　　　　　　　-
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解　　　　説

8.3　画面間で独立な機能

6.4　画面間で共有される機能

8.5　新たなメニュー画面生成時の制約

th
●

■一
I

*
i=

6.6　メニュー画面の削除　　　　　　　　　　　--(PF3キー)一　　　　　　一　　　一-　29

7　内容誠別修飾子の取り扱い変更　　　　　　　　　　　一　　　　　　一一一-一一-　30

7.1データセットメニューでの変更　　　一一一一--(.TYpe, .NOType)　　-　　　　30

7.2　メンバメニューでの変更　　　　　　一一　　(.TYpe, .NOType)　　　　　　　31

8　実行コマンドの履歴と再入力　一一一一　　　　　一一一一　　　　一一一一一一　　　一-　32

8.1履歴画面の呼び出し　-　　　　　　　　　　(''CMD"◆PF2キー)蝣　　　　一一一一-　32

8.2　コマンドの再入力　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　32

8.3　履歴画面の終了　　　　　-　　　　　　(PF3キー)-一一一　　　　　一　32

9　オペレーション代行　　　　　　---一一一一一一一一一一一1--　　　　　　　　　-1一一-　33

9.1カーソル移動操作　　　　一　　　一　　　　　蝣(.CURsor)一　　　　　　　一　　　　33

9.2　キー入力操作　　一一一一　　　　　一一一一一一(.SOS)--一　　一　　　　　　　33

10　佃別設定機能(パーソナライズ)とその使用法　　　一一一　　一　　　一　　34

10.1同義文字列の定義　一一-一一　　一一一一-一一　　　　一一一一一一一　　一一一一一　34

10.1.1定義画面の呼び出し　--一一　　　　　一-("SYNl'・PF2キー¥　　　　　-　　　34

10.1.2　靖集方法　　　　　　一一　　　一　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　35

10.1.3　登録と復元　　　一一一一-一一　　一　　　蝣(.INTerprt, .RECover)　-　　　36

10.1.4　利用法　　　--一一一一一　　　　　　　　一　　　　　　　一一　　　　　　　36

10.1.5　定義画面の終了　　　　　　　----一一-(PF3キー)　　　　-　　　　　　37

10.2　PFキーの定義　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一一　一一　37

10.3　コマンドの実行制御　一一一一一一　　　　　蝣(.SET)---一一一一一一一一一　39

10.4　開始コマンドのオペランド省略　一一一　　一-(.Save, .SHowト一　　　一一-　39

書第2部　TTY端末における使用法

1　開始と終了

1.1　FLI STメニュー

1.1.1名前による選択　一一一一　　一一一　一一-(FLa*, FL寒.fort, etcト　　　　41

1.1.2　綜成による選択　　　　　　　　　　　-(FL * PS, FL * PO)-　　　-　　　42

1.1.3　ボリュームによる選択　一一　　一　　　(FL審V(pub*), etc)-一一一　　42

1.2　MLISTメニュー　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　42

1.3　メニュー表示の終了　　　　一一一一一一　　一一一一-(.END)　　　　　　一一一一一一-　43

2　メニュー項目の移動　　　　　　一　　一一一一一一　　　　一　　　　一---一一一一　　　43

2.1相対位置による移動　一一一一一一　　　　　　(/+10, /-15, etcト一一一一1--　　43

2.2　絶対位置による移動　一一一一一一　　　　一1---(.TOP, .B, /100, etc)一一一一一　　43

2.3　項目サーチによる移動　一一一一一一一一一　　　//abc, /*.data, etcト1------　43

3　コマンド入力　　　　　　　　　一　　一一一一一

3.1 BTF用サブコマンドとTSSコマンドとの区別
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)

3.2　TSSコマンド入力

3.2.1単独入力形式によるTSSコマンド入力　-

3.2.2　項目指定入力形式によるTSSコマンド入力

3.3　BTF用サブコマンド入力

3.4　入力コマンドにおける制約

3.5　コマンド実行終了後の表示

44

44

44

47

47

47

3.8　コマンドの一時中断と再開　一一一一一一一一一一一-(QUIT, .VAKEup)-一一一一一　　　　　47

4　メニュー情報の訂正　　　　　　　一　　　一一一一一　　一一一一　　　　　　　　　　　48

4.1表示情報の再設定　一一一一一一　　　　　一一一一一-(.REnewト一一一　　　　一一一一一一一　　48

4.2　項目追加　一一一一一　　　　　　一一--一一一一一一一一-(.Append, .REnew)一　　一一　　　　48

5　メニュー表示形式　　　　　　一　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一　　一一---一　　一　　49

5.1表示情報の変更　　　一　　　　　　　一-(.Name, .Whole)一　　　　一一　　49

5.2　ソーティング　　　　　　　　　　　　　　ー-(.Sx)　　一　　　一　　一一一一一一一　50

5.3　メニュー項目名による選択表示　---　　　　・(.SEL *.FORT, .SEL *, etc)　　51

5.4　メニュー項目の表示抑止　一一一一一-一一　　　一(.X n, .RECover)　　一一一　　　52

6　複数メニューの生成　　　　一一一一一--一一一　　一一一(.SWAP )一一　　　　　一　　　　53

7　内容識別修飾子の取り抜い変更　一　　　　　　一　　　一一一一一一　　　　　一　　　　54

7.1データセットメニューでの変更　一一一　　一-(.TYpe, .NOType)--　　　　　　54

7.2　メンバメニューでの変更　-　　　　　　　　(.TYpe, .HOType)'　　-　　　　　54

第3部　指令言語

1　メニュー開始用コマンド　一一　　一一　　　一一　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　56

章　1.1 FLi s t　一一　　　一(データセットメニュー表示)　　　一　　　　一　　　　56

1.2　ML i s t　　　一一一-(メンバメニュー表示)一一一一一　　　一-一一一　　　　　　　　58

章　1.3　QUIT　　　一一一一-(実行コマンドの中断とメニュー表示)-一　　　一　　59

章　1.4　RETURN　　　--(READYモードからの復帰¥　　　　　　　　-　　　　60

2　システム制御用サブコマンド　　　　　　　　　一一一一一　　　　　一--一一-一一　　　一

2.1 /(スラッシュ)一一-(画面の移動と項目の検索)一一一一一一一一一一-一一

等　2.2　ACCe s s　-一一-(参照または更新日の表示)-一一一一一　　一一一-一一----

2.3　AL i a s　一一一一一一一(別名メンバの表示)一　　一一一一一一　　　　　　一一一-一一一

書　2.4　Append　　　　　項目の追加ト　　　　　　　　一一一　　　　　一一

2.5　Bo t t om　　　一一一一(最終項目の表示)--一一-一一一一一一一　　　一　　　　　一一

2.6　CURs or　　　　-(カーソル移動シミュレーション)-一一一一一　　一

等　2.7　DI SP l ay　-一一一-(メニュー種類の表示)　　　　　　一一一一一一-一一　　一--

書　2.8　eXc 1 ude　　　(メニュー項目の表示抑止)　　　　　一一一一一一一一

書　2.9　EXIT　　　　-　　(READYモードへの移行ト--一一一　　　一一　　一一一一一

宰　2.10 FILE　　　　　　　メニュー画面の保存)-一一　　　　　　　一一一　　　一-

2.ll F i n d　-一一一　　一(文字列の検索ト一一一一　　一-一一一一　　　　　　一一一

2.12 NOAl i a s　一一一一(別名メンバの表示削除¥　　　　一一一一一　　一　　一一
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解　　　　説

2.13　POP　　　　-　　(待避画面の取り出し)一一一一一一--I--　　　　-

2.14　PUs h　　　一一-(画面の待避)　　　　一一一一　　　　　　　一

章　2.15　RECover　-ニー-(抑止項目の再表示)-一　　一　　一一　　　一一　　一-

2.16　REnew　-　　　　(表示情報の再設定¥　　　　一一1----　　-　　　--

2.17　Save　一一一　　　/開始コマンドのオペランド記憶)-一一--一一一
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宰　2.18　SELec t　---(メニュー項目の選択表示)　　一　　一一　　　一　　　　　78

2.19　SHow　一一一一一一一一一一一(記憶オペランドの表示)
*

2.20　SOS　-一一一一一一一一1-(キー入力のシュミレーショント一　　一一　　　　一一一

2.21 TO P　　　-　　　　(先頭項目の表示)　　一一　　　　　　一-一一一一　　一

3　ソート用サブコマンド

3.1サブコマンドの形式

3.2　サブコマンドの種類

4　コマンド実行制御用サブコマンド　　　一　　　　　　　一一一　　一-一　　　一一

書　4.1 CANcel　　　　　　実行中断コマンドのキャンセル¥　　　　　一一一--

4.2　NOType　---(内容識別修飾子の制御)　　　　　　一　　　　　　一
■′
こコ

T:
一■

4.3　SET　　　　　　　　省略値およびコマンド実行モードの設定)--

4.4　TYpe　-一一一一一一一(内容識別修飾子の制御)　　一一　　　　一

4.5　WAKEup　-一一一一一一(実行保留コマンドの再開)一　　　　一　　　一一

5　コマンド繰り返し制御用サブコマンド　一　　　　　　一　　　　一　　　一

5.1 -(イコール) -　　(コマンドの繰返し実行)--一一一一一一　　一一一一

5.2　?(疑問符) -一一一一-(繰返しコマンドの表示)一　　　　一一一一一一

6　同義文字列制御用サブコマンド　　　　　　　一一一一一一　　　　　　　　　一一11

6.1 Change.　　　　同義文字列の変更)-一一一一一　一一-一一

6.2　F i n d　一一　　一-(同義文字列の検索ト一一一一一一一一一一1---　　-

6.3　INTerpr t　---(同義文字列の登録)一一一　　一　　　一　　　　一一----

6.4　RECover　　　　変更の復元)-一　　　　一-一一　　　一一一一

* 7　TTY端末用サブコマンド　　　　一　　一一一一一一一--一　　　　　　一一

7.1 Down　　　　　　一一(後続のメニュー表示)　　　　　　　　　一一一一

7.2　END　　　　一一一一一(メニュー表示の終了)一一一一一一一一一一　　一　　一一一一一

7.3　L i s t　　　　　　　　メニューの再表示¥　　　一　　一一一一一一--一一

7.4　Name　　　　　　　　メニュー項目のみの表示)一一--1----

7.5　SWAP　　　　--(メニューの切り替え)　　　　　-
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7.6　Up　　　　　　　一一(前のメニュー表示)一一一・一一一日一一一一--一一一一一一一一　99

7.7　Who 1 e　　　　　　　メニュー項目と属性の表示¥-　　　一一　　　　　一- 100

8　PFキーの標準的機能　　　　　　一一一一一一　　　一　　　　　　一一-一一一　　　101

付録　TSS/BTFコマンド一覧　-一一一------一　　　　　一一　　　一一　　一　　103
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

第1書β　　フ}レス　ク　リ-ニノ型彦描宋8こおらナる便月ヨ法

第1部では. 10個以上のプログラムファンクションキー(PFキー)を備えた24行80桁の

キャラクタディスプレイ装置(IBM3270型端末と同種のもの)で, FSO (Full Screen Op

tion)機能の使用できる端末について説明する.　具体的な械種名については,九大大型計算機セ

ンター広報の「TSS端末一覧」の珊客に掲載きれている.

これらの端末では,下回のようなメニュー画面が表示され,入力フィールドにフルスクリーン形

式でコマンド入力が行える.

コマンド入力フィールド

FLIST MENU - V20/L01 - PREFIX(F0090 ) - 85/ll/05 - ID(Fl) --　1/ 18

NAME TYPE

EXAMPAAA CNTL

EXAMPBBB DATA

EXAMPCCC CNTL

EXAMPDDD DATA

EXAMPEEE FORT

EXAMPFFF CNTL

EXAMPFFF FORT

EXAHPHHH PLI

EXAMPIII PLI

EXAMPJJJ LOAD

EXAMPKKK PLI.

EXAMPLLL FORT

EXAMPH榊DATA

EXAMP州H BASIC

EXAMPO(氾CNTL

EXAHPOOO FORT

EXAMPOOO LOAD

EXAMPOOO PLI

l韓END **

ORG INPUT FIELD RF LRECL BLKSZ EX SPACE X CREATE VOLUME

lサ

PS

PS

m

PS

PS

PS

PS

PS

PO

PS

PS

PO

PS

PS

PS

PO

m

コマンド

入力フィールド

F　　80　3120 1

80　3120　4

80　3120 1

80 1200　2

80　400　7

80　3120 1

V　255　3120 1

80　400　1

80　400 1

U　　-　13030　1

80　400 1

80　400　1

80　3120 1

V　137　3120 1

80　3120　1

80　400　1

-　13030 1

80　400　1

13 ** 800408 PUBOl1

78 ** 800110 PUB015

13 ** 790327 PUB002

39 ** 800317 PUBO07

91 86 800213 PUB014

13 ** 800402 PUBO05

39 34 800401 PUB006

13 ** 790323 PUB004

13 ** 790316 PUBOO8

117 ** 790316 PUBOO7

689 84 790314 PUBOO8

13 ** 791220 PUB013

117 ** 781227 PUBOO4

13 ** 800502.PUB007

13 ** 800825 PUB005

26 ** 800822 PUBOO8

689 21 800825 PUBO17

52 75 800823 PUBOOl

DISP=〉PF6, FRWD=〉PF8, BACK=〉PF7, REPF=〉PF5, INCF=〉PF9, SORT=〉PF4, SWAP=〉PF2, TERM=〉PF3

なお, 24個のPFキーを備えた端末の場合, PF13キーからPF24キーまでは, PFl

キーからPF1 2キーまでと同一に摂われる.

ま端末一覧の欄は. Vol.16以降ではH0.1とN0.4に掲載きれている(ただし, Vol.19ではNo.2).
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解　　　　説

I.開始と終了

TSSコマンド入力支援システム(以乱BTFと呼ぶ)は, TSSのLOGON処理完了乱

コマンド入力モード(READY状態)において,下記のいずれかのコマンド入力によって開始き

ti&m

(i)データセットメニュー表示

(ii)区分データセットのメンバメニュー表示

:FLI STコマンド

;MLI STコマンド

1.1　FLI STメニュー

FLISTコマンドを用いると,カタログきれているデータセット(ただし, VSAMデ-タセッ

トを除く)がメニュー形式で表示される・さらに・ FLtSTコマンドのオペランドにデータ

セット名の特徴やデータセット編成(順データセット・区分データセットの別)を指定することに

ょって.それらを選択して表示することができる・表示画面の一例を図1に示す・

例) FLIST固
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DISP= 〉PF6. FRVD呈〉PF8. BACK=〉PF7. REPP'〉PF5,川CF=〉PF9.SORT*〉PF4.SVAP=)PF2.TERH* 〉PF3

図1. FLISTコマンドによるデータセットメニュー画面の表示例

国中の3行目

NAME

TYPE

ORG

RF

LRECL

BLKSZ

における略称記号の意味は次のとおりである

:ユーザ指定名群の先頭8文字
ヽ■l

:内容識別修飾子サ

:DSORG (データセット編成)

:RECFM (レコード形式)

:LRECL (レコード長)

:BLKSIZE (ブロック長)

EX EXTENT (エクステント数1

串3以上の修飾子からなるデータセツ ト名において, 最後の修飾子が内容識別修飾子とみなされる

幕げ一夕セット名から第1修飾子と内容試男臓飾子を除いたものがユーザ指定名とみなぎれる・
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

SPACE　:SPACE (確保量,キロバイト単位)

%　　　　:実際使用量(百分率, 1 00%は●'):く;:く.Iで表示される)

CREATE:作成日

VOLUME :ボリューム適し番号

1.1.1名前による選択

データセット名の第1修飾子(通常,ユーザ識別修飾子)を除く名前の特徴を, FLISTコマ

ンドの第1オペランドに下記のように指示することによって.表示メニューの項目を選択できる.

AB*

*AB

ft. FORT*

ォAB. *

A*B. *

ab>:く. FORT

:<ABc*.
ヽl′　　　　ヽl′

′lヽ　°　　′lヽ

xr.-　it*　　　　サ!,

ヽl′

′lヽ

; -.AB一一で始まるもの

: "AB一一で終わるもの

:内容識別修飾子が●- FORT"で始まるもの

:ユーザ指定名がHAB'-で終わるもの

;ユーザ指定名が一一At-で始まりH B-'で終わるもの

: "AB"'で始まり内容識別修飾子が一一FORT1-であるもの

:ユーザ指定名に"ABC"を含むもの

:内容識別修飾子をもつもの

.・内容識別修飾子をもたないもの

;すべて

ここで　　　-. (アスタリスク)は任意の文字列を示す　　FLISTコマンドのオペランド指定

が全くない場合には"*"になる.

例) FLIST　*.FORT固　　　・ ・ ・内容識別修飾子が　FORT"のものを表示する.

FLIST A書留　　　　　・ ・ ・データセット名が"AHで始まるものを表示する.

FLIST　固　　　　　　　・ ・ ・　すべてのデータセットを表示する.

1.1.2　将成による選択

データセット編成のタイプを選択するパラメータとして,次のものを指定できる.省略時は1'A

L L…である.

PS　　:頃データセット

PO　;区分データセット

ALL　　すべてのデータセット

当パラメータを指定するときは.名前による選択パラメータを省略できない.

例) FUST　*　PO固

すべての区分データセットを表示する

- iJil-
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m

1.1.3　ボリュームによる選択

データセットの存在するボリューム適し番号の特徴を,名前による選択パラメータの後に指定す

る.　省略時は全ボリュームが対象となる.

例) FUST　*　VOL(PUB*)釦

共用ボリュームにあるものを表示する.

FLIST　*　VOL(rHIGRAT)防

マイクレーションきれていないものを表示する.

FLIST　毒　PO VOL(MIGRAT)固

マイグレーションきれている区分データセットを表示する.

1.2　MLI STメニュー

MLISTコマンドを用いると. 1つの区分データセット中のメンバ名一覧がメニュー形式で表

示される.　メンバ名が(あるメンバの)別名となっている場合には.メンバ名の左横に")・'く"

(アスタリスク)記号が付されている.表示画面の一例を図2に示す.

例) MLIST CMDPROC.CLIST ㊨~
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ID(HI　-

).BLK(書6160) ,EXT(章1).lRK(毒害30.号書16).DIR(書50.雪害4).VOL(PI柑029)

,BACK=〉PF7.REPF=〉PF5,DISP= 〉PF6.AuS=)PF9,SUAP=)PF2.TERH=)PF3

図2. MLISTコマンドによるメンバメニュー画面の表示例

下から2行目は区分データセットの属性(レコード形式,レコード長,カック長,エクステント数

トラック数(確保量.使用量) ,ずィけ川・加ク数(確保乱使用量) ,糾ユーム通し番号)を示

1.3　メニュー表示の終了

FLISTおよびMLISTメニュー表示を終了するには, PF3キーを用いる.　そのままT

ssセションも終了するのであれば.画面最上段の入力フィールドにLOGOFFコマンドまたは

LOGONコマンドを入力してもよい.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

2.画面の移動

2.1相対位置による移動

画面上に表示されている先頭の項目からの相対番号を../.. (スラッシュ)記号の後に符号と共

に指定することによって.画面の前後の移動が行われる.

例)/+10　:10項目先へ移動

/-10　:10項目後へ移動

なお,擦準的なPFキーによる画面移動として.下記の定義が提供されている.

PF7　:/-20

PF8　:/+20

2.2　絶対位置による移動

画面上に表示される先頭のメニュー項目の位置を直接的に指定することによって,画面を移動す

ることができる.

例) .TOP固　　　　　;最初の項目を表示する

.BOTTOM固　　　'・最後の項目を表示する

/100回　　　　　;最初から100番目の項目を表示する

また,持BIJな指定法として,メニュー項目の右横に‖/"のみを入力すれば,その項目が先頭へ

移動する.

2.3　項目サーチによる移動

メニュー項目の文字列またはその一部を指定し.該当する項目を検索することによって.画面の

移動を行うことができる.

例)/ABく　　; …AB"で始まる項目のサーチ.　‖/AB"と指定してもよい.

/*AB AB　で終わる項目サーチ.

/A*B　　　　　"で始まりIIBHで終わる項目のサーチ.

/AくBくC　; -.A一一で始まり"B"を含み.-C.tで終わる項目のサーチ.

なお,サーチ処理は,画面上の2番目の項目から下に向かって行われ.最終のメニュー項目に達

すると先哲酎こ戻って一巡するまで行われる.　該当する項目が見つからない場合は,最終のメニュー

項目が表示される.　また.同じサーチを繰返すにはPF5キーを使用する.

2.4　画面の一時待避と復帰

下記に示す手続きを踏むことによって,表示されている画面(入力文字は含まれない)をいった

ん待避(スタック)し.画面移動の後.また元の画面に直接戻すことができる

例) .PUSH釦　　　　;現在の表示画面を待避する

¥Wh四酌

.POP固　　　　　.・待避した時点の表示画面に復帰する

なお,この待避と復帰は. FI FO (First In First Out)の手法によって行われる(待避した順

に復帰する) .
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解　　　　説

3.コマンド入力

TSSコマンドおよびBTF自身のコマンド(BTF用サブコマンド)を入力するには,画面最

上段の空白フィールド(以後,単独入力フィールドと呼ぶ) ,またはメニュー項目右側の空白フ
ヽ■

ィールド● (以後.項目指定入力フィールドと呼ぶ)にカーソルを移動し,キーイン後ENTER

キーを押下しなければならない.　なお,初期画面および画面移動時には,先頭の項目指定人カフ

ィールドにカーソルが位置づけられている.

3.1カーソル移動

■キーまたは.aキーを使用すると.カーソルは画面上の入力可能なフィールドの左端を上から下

へ次々に移動する.　逆に, K-キーを使用すると下から上へ移動する. J,キー, ↑キー. ⇒

キー.およびトキーは,カーソルが入力不可能な場所にも移動するので.必要な時以外はあまり使

用しない方がよい.

また.特殊なカーソル移動法として, PF12キー,またはENTERキーのみを押下すれば,

カーソルは単独入力フィールドの左端に位置づけきれる.　なお, PF12キーによるこの機能

は,個別に変更することができる(10.2節を参照).

3.2　BTF用サブコマンドとTSSコマンドとの区別

BTFには,いくつかのサブコマンドがあり, TSSコマンド(READY状態で入力可能なコ

マンド)と区別するた糾こ, "/" (スラッシュ) , ‖・H (ピリオド) , ‖-" (イコール) ,

または11? " (疑問符)で始まっている.

BTF用サブコマンドは.一郎のもの(ACCESS, TYPE, NOTYPE, RENEW)

を除いて,単独入力フィールドと項目指定入力フィールドのいずれに入力する場合でも,その形式

と働きは同じであるが,,TSSコマンド(以後,単にコマンドと呼ぶことがある)の場合には,入

力する形式が異なる.

3.3　単独入力フィールドにおける入力

入力したTSSコマンドは,原則として,そのままの形式で実行する.　つまり, READY状

態での入力方法と同じである.　ただし,例外として, MLI ST画面で表示中の区分データセッ

トとしてl-== (イコール)を指定することができる.

例) COND即SE　=固

表示中の区分データセットをコンデンス(圧縮)する.

コマンド文が一行に収まらず継続する必要がある場合には,その行の終りに"+"または11-"

(継親記号)を入力する.　ただし.継続できる長さは全体が254文字となるまでに制限され

る.

章データセットメニューでは, 3行目に-'INPUT FIELD-■とタイトル表示されており.

・メンバメニューでは. -1-=*>　　によって示される.

九州大学大型計算機センター広報
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3.4　項目指定入力フィールドにおける入力

項目指定人カフィールドにおけるTSSコマンド名の形式には,次の2種類がある.

日)通常使用される英字で始まるコマンド名形式

入力したTSSコマンドは,第1オペランドとしてメニュー項目を指定したように変換され

:-*

データセットメニューの場合には.

コマンド名・・・〉　コマンド名　データセット名

EXAMPCCC CNTL PS DEL園 F　80　3120 1 13790327PUB002

U・

DEL EXAMPCCC.CNTL固

メンバメニューの場合には,

コマンド名・・・〉　コマンド名　データセット名(メンバ名)

例) - MUST -- V20/L01 - F0090.CMDPROC.CLIST -一一　　一一ID(Ml) --　1/ 150

APLA　　　　〉　DEL園

・ひ

DEL CMDPROC.CLIST(APLA)固

となる.　コマンド名のほかにオペランドを指定した場合には.それらは第2オペランド以降

唱>J*-9

例) - MUST - V20/LOl - F0090.CMDPROC.CLIST　　　　　　- ID(Ml) -　1/ 150

APLA　　　〉　REN (XYZ)園

O

REN CMDPROC.CLIST(APLA) (XYZ)園

ただし,オペランド指定の中に-'== (イコール)またはサ:=" (コロンイコール)がある

と次のように変更される.

・データセットメニューの場合

・・・〉　　同一データセット名

EXAMPCCC CNTL PS COMP =園 F　80　3120 1 13790327PUB002

ル　同一データセット比較によってレコード数を調べる

COHP EXAMPCCC.CNTL EXAMPCCC.CNTL固

-15- 九州大学大型計算機センター広報
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・メンバメニューの場合

・・・〉　　データセット名(同一メンバ名)

例) -- MUST -- V20/L01 -- F0090.CMDPROC.CLIST -一　　一-- ID(Ml) -　1/ 150

APLA　　　〉　COMP =固

廿　同一メンバ比較によってレコード数を調べる

CO打P CMDPROC.CLIST(APLA) CMDPROC.CLIST(APLA)固

t一　　詛詛詛〉　　同一メンバ名

例) - MLIST - V20/L01 - F0090.CMDPROC.CLIST一一一一一-I-- ID(Ml) --　1/ 150

APLA　　　〉　COPY CMDPROC2.CLIST(:=)回

o　同一メンバを別のデータセットに作成する

COPY CMDPROC.CLIST(APLA) CMDPROC2.CLIST(APLA)㊨

なお,入力したコマンドがEDITコマンドの場合には,ざらに,次のような処理が追加さ

れている.

・フルスクリーンエディタの自動呼出し(EDITのサブコマンドがTSSコマンドヂリ

ミタと共に指定されていない時)

(it)通常のコマンド名の前に..-.. (マイナス)がついた形式

It I-を除いたTSSコマンドとして実行する.　その際, (i)の形.式変換は行われな

い.　従って, ALLOCATEコマンドのようにデータセット名がキーワードオペランドと

なっている場合には,以下のように指定することができる.

EXAMPDDD DATA PS -ALLOC F(FTOIFOOI) DA(=)画F　80 3120 1 13 790327 PUB002

M

ALLOC F(FTOIFOOI) DA(EXAMPDDD.DATA)固

ここで.オペランドの‖-= (イコール)はメニュー項目を示すために使用される((I)と同

じ) .

なお.入力フィールドの長さが足りない場合は, PF白キーを押して広げることができる.ただ

し,このフィールドでの最大入力長は56文字で継続はできない.

九州大学大型計算機センター広報
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3.5　入力コマンドにおける制約

BTFでは, TESTコマンドを除くすべてのコマンドを実行できるが, LIBRARYコマン

ドの有効範囲は本システム内だけに限られ,メニュー画面の終了(READY状態)と同時に知効

となる.　一方, READY状態で入力したLIBRARYコマンドは.再度READY状態で変

更するまで有効である.

また.アテンション出口を定義したコマンドプロシジャの実行中に.アテンションキー(PAl

キー)を押下すると, BTFは直ちに終了し, READY状態となる.　ただし,この終了は. T

SSの動作環境を破壊している場合があるので,十分注意きれたい.

3.6　コマンド実行終了後の表示

コマンド実行終了時点において,その完了コードが0 (ゼロ)でない場合,下記のメッセージが

出力きれる.

RETURN CODE=　nnnnnn (nnnnnn　コマンド終了コード)

上記のメッセージが出力されるか,またはコマンドからのメッセージが出力きれると,コマンドの

実行が終了しても直ちにメニュー画面に戻ることはなく,出力メッセージの次に‖>'</'く〉:く日が表示

され, ENTERキーの押下が必要となる.

メニュー画面に戻ると,コマンド実行結果が下記の形式で入力したフィールドに示される.

実行したコマンドがRENAMEコマンドであり.それが項目指定入力フィールドに入力されたも

のであれば,コマンド実行結果に従って.メニュー項目は新しい名前に変更される.　また. DE

LETEコマンドの場合には,その項目が削除される.

3.7　-括入力と繰返し入力

TSSコマンドおよびBTF用サブコマンドは,複数行にキーインし, ENTERキーの押下に

よってそれらを一度に実行させることができる.　同一の入力フィールドに枚数のコマンドまたは

BTF用サブコマンドを入力する場合には, BTFコマンドヂrjミタ(入力分離符合''! '' (縦
■′

棒) ) ●を用いる.　このときの実行順序は.画面の上から下へ,行では, BTFコマンドヂリミ

タ単位に左から右へ行われる.　なお,ソート用サブコマンドは,単独で指定しなければならない.

書3.4節のコマンド形式変換は,当ヂlJミタで分離された全てのコマンドに対して行われる. TS

Sの複数コマンドヂリミタを使用する場合には,このBTFヂリミタによる入力単位の範囲内で

有効である.

-17-
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解　　　　説

入力するTSSコマンドが直前に入力したコマンドと同じ場合には　・・-・・(イコール)サブコ

マンドによって代用することができる.　この指定は,一括入力時に使用することもできるし.コ

マンド実行終了後に画面移動しながら使用することもできる.　また,このようなときサ　"-　の

内容をいったん表示するには"7"を入力するとよい.　なれ　BTF用サブコマンドに対して.

り=●■サブコマンドを使用することはできない.

一括入力の使用例を図3にII-IIサブコマンドの使用例を図4に示す.
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図3.　-摘入力の例
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図4.　日=一一サブコマンドの使用例
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリ-ン端末

3.8　実行コマンドの一時中断と再開または取消

実行を開始したコマンドがEDITコマンドのようにサブコマンドモードをもつものやPFDま

たはSASコマンドのようにTSSコマンド実行機能をもつアプリケーションの場合には.その実

行を一時中断して,元のメニュー画面または新たなメニュー画面を表示することができる.　実行

中断状態では,別のコマンド実行,および中断コマンドの再開またはキャンセルをすることができ

る.　以下に,これらの制御に関するTSSコマンドおよびBTF用サブコマンドを示す.

i) QUI Tコマンド

コマンド中断後.コマンド呼び出し時のメニュー画面へ復帰する.

例) EDIT　　　　　　　　　　　モードメッセージ

X QUIT陶 ・　　　　　EDITコマンドの中断とメニュー画面への復帰

ii) FLI ST/MLI STコマンド

コマンド中断後.新たなメニュー画面を作成する.

例) EDIT　　　　　　　　　モードメッセージ

X FL園　　　　　　　EDITコマンドの中断とデータセットメニューの表示

中断したコマンド実行を再開するには.メニュー画面でWAKEUPサブコマンドを入力する.

また,中断コマンドをキヤンセ.ルするには, CANCELサブコマンドを入力する.

なお.コマンド中断は5つのコマンドまで行うことができ.按数ある場合の再開およびキャンセ

ルは, WAKEUP/CANCELサブコマンド入力時の選択メニューで　"W" (再開)または

HCH (取消)を指示する.

例) EDIT

X QUIT囲

・　詛　・　・　モードメッセージ

EDITコマンドの中断とメニュー画面への復帰

BTFによる項日サ-チ,

コマンド実行　彊:∴芸孟言霊言LDns^Kcoj:蒜豊ドで直接実]

.WAKE固

EDIT

EDITコマンドの再開

詛　詛　サ　詛　モードメッセージ

ま特殊コマンドには, LIBRARYコマンド,およびRACF関連のコマンド(RACF使用手

引書参照)等があるが, L I BRALYコマンドは中断状態でのBTFでも実行できない.
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解　　　　説

3.9　READY状態でのコマンド実行

BTFでは.メニュー情報などを保持したまま.一時的にメニュー表示を停止し.通常のREA

DY状態でコマンドを実行することができる.　この使用法は,コマンドの応答メッセージ(文字

刺)を見ながら次のコマンドを入力する場合などに有用である.

READY状態への移行はEXITサブコマンドを使用し,メニュー表示の再開はRETURN

コマンドまたは新たなメニュー開始コマンド(FLI ST/MLIST)を用いる.

.EXIT固　　　　　　　　・・・　BTF制御を停止してREADY状態へ移行する

READY

STATUS固　　　　　　　詛　詛詛詛　パッチジョブの状態を表示する

JOB F0090A(JOB06756) IS EXECUTING

JOB F0090A(JOB06755) IS WAITING FOR OUTPUT

READY

CANCEL FOO90A(J6755) P園　・ ・　ジョブをキャンセルする

R EADY

RETURN固

九州大学大型計算機センター広報

Vol.19 No.1 1986

・ ・ ・・　メニュー表示を再開する
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

4.メニュー情報の訂正

BTFのもとでTSSコマンドを実行したとき,コマンド実行結果が必ずしもメニュー画面に反

映しているとは限らない.例えば.単独入力フィールドでのDELETEコマンド入力,コマン

ド実行時のプロンプチイングによるパラメータ入力,データセットスペースの拡大などによって.

簡単に情報の中味は変更される.従って,これらのメニュー画面に表示きれている情報は, BT

Fのサブコマンドによって訂正できるようになっている.

4.1表示情報の再設定

表示情報を再設定するには,メニュー画面全体に対する方法と.メニュー項目個々に対する方法

とがある.使用するサブコマンドは.いずれも同じRENEWサブコマンドで,単独入力フィー

ルドに入力すれば全体が再設定きれ.項目指定入力フィールドに入力すれば,そのメニュー項目に

関する情報のみが再設定きれる.なお,実際に存在しないものはこのとき削除される・

4.2　項目追加

メニュー項目(メンバ名またはデータセット名)は, APPENDサブコマンドによって,新た

に追加することができる.ただし.このときには.項目名が追加されるだけで,そのほかの情報

は, RENEWサブコマンドによって設定しなければならない.追加する項目が実際に存在すれ

ば,同じ目的で,単独入力フィールドにRENEWサブコマンドを入力する方法もあるが,メニ

ュー項目数が多いとその処理に時間がかかる.

データセットメニュ-における追加例を図5に示す.

例).APPEND EXAMPIJ.FORT園
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5.メニュー表示形式の変更

メニュー画面の表示形式として,データセットメニューでは,図1に示した初期画面形式のほか

に. ●-LRECL-'以降の情報を削除して項目指定人カフィールド("INPUT FIELD"

とタイトル表示されているところ)を拡大した画面形式と.データセット名の全体を表示するよう

にした画面形式がある.また,・メンバメニューでは,図2に示した初期画面形式のほかに,別名

との対応関係を表示する画面形式がある.さらに,メニュー項目の順序はその属性情報によって

並べ替えることができる.

5.1項目指定入力フィールドの拡大

カーソルを単独入力フィールドまたは項目指定入力フィールドに移動し, PF9キーを押すこと

によって,図6のような画面形式に切り替わる.図1の初期画面形式に房すには,もう一度PF

9キーを押下する.
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5.2　データセット名の完全表示

カーソルをデータセット名が表示されている位置に移動し, PF9キーを押すことによって.図

7の画面形式に切り替わる.　図1の初期画面形式に戻すには,もう一度PF9キーを押下する.
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図7.データセット名を完全表示する画面形式の例

なお,図7の画面形式から図6の画面形式に変更するには, PF9キーを連続して2回押す.

5.3　ソーティング

データセットメニューの場合には,そのメニュー項目(データセット)に付随する属性情報(作

成日など)に対して,メンバメニューの場合には作成時刻およびレコード数(PFDまたはEDI

Tコマンドで作成したメンバに限る)に対して,両方向のソーティングができる.　ソートは.サ

ブコマンドやPF4キーによって行うことができるが,サブコマンドの場合には,その方向を指示

することもできる.　方向を省略した場合やPF4キーの場合には,ソートする情事削こよって方向

が決められている.

ソートサブコマンドは,一一. S"の次にソートの対象を示す文字を続けて指定する. ・方向を指

示する場合には,さらに''A一一(昇順)または　D" (降順)を指定する.

データセットメニューにおける付属情報とソートの対象を示す文字,およtF方向の省鴫値は次の

とおりである.

・データセット名(NAME)

・内容識別修飾子(TYPE)

・データセット編成(ORG)

・レコード形式(RF)

・レコード長(LRECL)

⇒　N;昇順(アルファベット順)

⇒ 'r;昇順(アルファベット順)

⇒　0;昇順(アルファベット順)

⇒　R;昇順(アルファベット順)

⇒　L;昇順
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・ブロック長(BLKSZ)

・エクステント教(EX)

・確保量(SPACE)

・使用量(%)

・作成日(CREATE)

・ボリューム適し番号(VOLUME)

⇒　B:昇順

⇒　E;降順

⇒　S;降順

⇒　U;昇順

⇒　D;降順(新しい順)

⇒　V;昇順(アルファベット順)

例) .SS　　　確保量の降順にソートする

.SSA　　確保畳の昇順にソートする

また,メンバメニューにおける付属情報とソートの対象を示す文字.および方向の省略億は次の

とおりである.

・メンバ名　　⇒　N;昇順(アルファベット順)

・作成時刻　　⇒　D;降順(新しい順)

・レコード数　⇒　S:降順

例) .SD　　　作成時亥rJの新しい順にソートする

. SDA　　作成時刻の古い順にソートする

PF4キーを用いる場合には.カーソルをソートする情報の表示個所に移動し, PF4キーを押

下する.　この場合,ソートの方向はサブコマンドによる省略値と同じである.

5.4　別名メンバとの対応関係

メンバメニューの表示において, PF9キーを押下すると,図8に示すような画面形式に変更さ

れる.　メニュー項目(メンバ)が本名の場合には.画面の右側に別名(もしあれば)が表示さ

れ.別名(‖*=記号が付きれている)メンバの場合には本名が表示される.　なお.再度のPF

9キーの押下によって元に戻る.

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986 -24-



TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

>

^

^

ヽ

′

ヽ

′

〉

〉

〉

ヽ

′

ヽ

′

ヽ

′

ヽ

′

〉

ヽ

′

ヽ

′

〉

〉

〉

〉

〉

〉

R

>

I
t
 
I
I
 
I
I
 
I
I
一
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
一
I
 
t
l
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
氏

一
I
I
 
I
I
 
I
t
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
'
I
 
I
-
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
　
サ
C
x
.

卜
h
-
-
C
0
-
0
.
　
　
.
M
M
　
間
は

柑
　
ォ
c
 
J
M
X
>
<
J
　
　
捕
　
S
 
T
 
m
a
.
　
u
沖

〉
札
_
j
_
j
_
3
_
J
3
:
3
:
3
:
5
c
a
=
w
t
i
.
t
j
o
_
3
_
>
t
-
f
-
i
o
o
a
:
i
t
-

_
j
_
:
a
_
a
_
f
-
f
-
1
-
-
T
T
V
∧
E
S
I
c
/
j
t
/
a
c
o
i
o
f
j
-

:

q

o

o

o

q

q

-

a

u

w

[

*

.

>

ォ

(

/

]

一

-

l

　

　

●

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

◆

●

　

●

▼

　

i

t

 

I

-

e

x

20/L01 - F0090.CHDPROC.CLIST

8622

/
/
0
0

1

t

.

・

・

■

/
/

一

4

-

4

I

 

I

 

e

o

o

O

 

l

 

l

一

l

 

l

09:30
09:40

07

57

84/ll/20 00:44　　29

50

I/1一
ET

-

^

ォ

c

H

3

サ

I

S

H
n
U
n
U

l
'
_
1
_
J

D

L

L

蠎

-

ォ

c

ォ

c

DSCAH
DSC
DSLIST
DSL
D S TATUS
DST

図8.別名メンバとの対応関係を表示した画面形式の例

注;区分データセットがソース形式で, PFDまたはEDITコマンドで作成

したメンバであれば作成時刻とレコード教も表示される.

5.5　メニュー項目名による選択表示

特定のメニュー項目をその名前の持鰍こよって選択し,該当するものだけを表示(抽出画面)す

ることができる.抽出画面の中から,きらに選択指示を行うと.それらは追加抽LLhとなる.抽

出状態は画面左上のH SELECT"の表示によって識別できる・

抽出画面はすべてのメニュー項目選択指示r　く")によって解除きれる・

例) .SEL A?:く　:Aで始まるもの

.sEL　*A　:Aで終わるもの

.SEL rA);く;Aで始まるもの以外

.sEL　く　　;抽出表示の解除

内容識別修飾子が11CNTLHまたは''FORT"のデータセットを表示する例を以下に示

す.
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6.校放メニュー画面の生成

1つのメニュー画面から別のメニュー画面を生成(表示)した場合.それらの生成したメニュー

画面は有機的に結合され,新1・=に表示したメニュー画面を終アしなくても,画面の切り替えを行う

ことによって,元のメニュー画面を使用することができる.

6.1画面生成の状態表示

PF6キーを押下すると.コマンド履歴画面(8草)および同義文字列定義画面(lo草)を含

む画面生成の状態が表示される.　生成した各画面の2行目には,画面を識別する記号(両面識別

チ: ID)がついており,これは画面切り替え時に指定することができる.

画面生成の状態表示の例を図1 3に示す.
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図13.　画面生成の状態表示画面の例

6.2　画面の切り替え

生成された複数のメニュー画面(Fn, Mn (n: 1-9) )は,コマンド履歴画面(CMD

や同義文字列定義画面(SYN)とは別に,リング状に結合される.リングには方向があり,前

述の状態表示画面において.上から下へ形成されている.　新たなメニュー画面を生成すると,二

重輝度(カラーディスプレイの場合には赤色-)で示されるリング内位置の次に位置付けられる.

画面の切り替えには, PF2キーを用いる.　このとき, PF2キーのみを押下すれば,リング

の逆方向た切り替えられて,該当するメニュー画面が表示される.　また,画面識別子をキー-イン

してPF2キーを押下すると,直接.目的の画面が表示される.　なお,画面生成の状態表示画面

から別の画面に切り替える場合には.画面識別子1'キー-インするかわりに,か-ソルji・目的の表示

行に合わせてPF2キーを押下する方法もある.

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986

-28-



TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

6.3　画面間で独立な機能

''/= (スラッシュ)サブコマンドおよびFINDサブコマンドの情報は,画面単位に記憶され

る.従って,同じPF5キーの押下によって,画面ごとに独立な繰返しサーチを行うことができ

る.

6.4　画面間で共有される機能

「2.4　画面の一時待避と回復」で説明した画面の制御方式,および「3.7　一括入力と繰返し入

力」で説明した●'-" (イコール)サブコマンドは,すべての画面間にまたがって使用することが

できる.　また.登録した記号変数やPFキー(lo草)は,すべての画面で等しく使用できる.

6.5　新たなメニュー画面生成時の制約

2番目以降のメニュー画面生成において,次のような制約事項がある.

(1) 「3.7　一括入力と繰返し入力」で説明した一括入力において,メニュー生成のためのFL

ISTコマンドまたはMLISTコマンド以降の入力は無視される.

(2)生成できるメニュー画面の数は9画面までである.

6.6　メニュー画面の削除

表示中のメニュー画面を削除するには　PF3キーを用いる.　このとき.リング方向に従って.

直前のメニュー画面が表示される.また,画面生成の状態表示画面(図1 3)で,画面識別子を

キーインし(カーソルで指示することも可能) . PF3キーを押下すれば.そのメニュー画面が消

滅する.　すべてのメニュー画面を一度に終了するときには, "ALL…をキーインLPF3キー

を押下する.
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7.内容識別修飾子の取り扱い変更

BTFでは,メニュー画面の初期表示(生成)時において,データセット名が3つ以上の修飾子

から構成される場合,最後の修飾子が自動的に内容識別修飾子として取り抜われる.そこで,こ

れらの修飾子がTSSコマンド規紗こ適合しないとき,コマンド実行時に不都合が生じる場合があ

る.　例えば. ''ユーザ名.ABC.SOUCE-'というデータセットは,最後の値飾子名がEDITコマン

ドで技えるデータセットタイプ名ではないため,そのままでは編集できない.　このようなときに

は,内容識別修飾子がないものとして動作するように指示する必要がある.

7.1データセットメニューでの変更

データセットメニュー画面では,個々のメニュー項目に対して内容識別修飾子の取扱いを変更す

る方法と,メニュー全体に対して変更する方法とがある.　いずれの場合も.入力するサブコマン

ドは同じで.入力するフィールドが項目指定入力フィールドか単独入力フィールドかによってその

対象が異なるだけである.　内容識別修飾子を如効にするには, NOTYPEサブコマンドを使用

する.逆に,有効にする(元に戻す)には, TYPEサブコマンドを使用する.

メニュー項目に対して内容誰は]修飾子を細効にした例を図1 4に示し,全体に対して知効にした

例を図15に示す.　指定したデータセット名が連続して表示されている点に注目きれたい.
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ISP= 〉PF6,FRVD=〉PF8.BACK=〉PF7.REPF- 〉PF5. IHCP'〉PF9,SORT=〉PF4.SVAP* 〉PF2.TERH=〉PF3

図1 5.データセットメニュ-全体の内容孟銑別修飾子を無効にした例

7.2　メンバメニューでの変更

メンバメニュー画面では.コマンド制御の対象となるデータセットが1つであることから,メニ

ュー全体に対してのみ,内容識別修飾子の取り扱い変更を行うことができる.従って, NOTY

pEサブコマンドおよびTYPEサブコマンドは,単独入力フィールドと項目指定入力フィールド

のいずれに入力してもその効果は同じである.

内容言脚J修飾子を無効にした例を図16に示す.下から2行目の先頭3文字が"TYP "から

HNTYHに変更されている点に注目きれたい.

図1 6.メンバメニュー画面で内容識別修飾子を知効にした例
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8.　実行コマンドの臓歴とw人力

BTFでは,実行したTSSコマンドについて,その履歴が保存されている.このコマンド履

歴は.いつでも再実行できる.

8.1履歴画面の呼び出し

単独入力フィールドに"CMD"(画面識別名)をキーインし, PF2キーを押下する・この

ときの画面の表示例を図1 7に示す.
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ID(CHD) -　　1/

PRVD= 〉PF8.BACK*〉PF7.REPF* 〉PP5.REST*〉PA2.DISP= 〉PF6.SVAP=〉PF2.TERH*〉PF3

図17.実行コマンド履歴の画面表示例

8.2　コマンドの再入力.

実行したコマンドのコマンド文を再使用する場合には,該当する表示行の先頭の1文字(*また

は「)を削除し皐, ENTERキーを押下する.このとき,必要ならば,コマンド名やオ

ペランド・i・修正することもできる.入力しf:コマンドは,実行後,履歴の最後に追加される・

履歴画面の移動は,メニュー画面の時と同掛こ. PFキーやIl/" (スラッシュ)サブコマンド

を使用するが,そのほかに, lT INDサブコマンドを使用した文字列の検索によって移動すること

もできる.

例) .FIND /FORT NOGO/回

FINDサブコマンドと・・/=サブコマンドとの違いは,検索対象がオペランドであるかコマンド

名であるかに上る.ただし, FINDサブコマンドの場合には・任意文字列を示す　　は指定

kwxhh

8.3　履歴画面の終了

履歴画面を呼び出した時のメニュー画面に促帰するには, PF3キーを押下する・

宗枚敢行にわたって表示されるコマンドについては, すべての行の少なくとも1つの文字を再入力

しなければならない.　入力しない場合には,その行が不要であるとみなされる・

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986

-32-



TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第1部フルスクリーン端末

9.オペレーション代行

表示画面上で行うカーソル移動やキー入力操作は, BTFのサブコマンドによって代用(シミュ

レート)することができる.　さらに,これらのサブコマンドは, PFキーや記号変数(lo草)

の定義に組み込むことによって利用される.

9.1カーソル移動操作

カーソル移動をシミュレートするには, CURSORサブコマンドを使用する　　CURSOR

サブコマンドでは,カーソルを移動するキー操作をシミュレートするほかに,画面の位置を直接指

定してカーソルを移動する.こともできる.

例) .CURSOR FSKIPC2)園

・jlキーを2回押す.

.CURSOR BSKIP固

K-キーを1回押す.

.CtはSOR LEFT(6)㊨

ケキーを6回押す.

.CURSOR POS(4.10)回

カーソルを4行1 0列の位置に移す.

9.2　キー入力操作

キー入力をシミュレートするには, SOSサブコマンドを使用する.　この場合,カーソル位置

からの文字列のキーイン.およびENTERキーやPFキー等の押下が対象になる　　SOSサブ

コマンドでは,キー識別のた糾こ予約文字列(ENTER, PFn (n: 1-24) )があり.そ

れらを単独でキーイン文字とすることはできない.

例) .SOS ENTER
.SOS PF2

.SOS PF24

.SOβ　EDIT NONUM

.SOS PF25

.SOS PF2.1

ENTERキーの押下

PF2キーの押下

PF24キーの押下

H EDI T NONUM"のキーイン

H PF25'-のキーイン

"PF2.1 I-のキーイン
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10.回別設定機能(パーソナライズ)とその使用法

個別設定は. TSSで決まっているコマンドの人力形式を変更したり, PFキーに独自の機能を

設定するJ=とができる.　さらに, BTF起動コマンド(FLIST/MLIST)のオペランド

省鴫値を変更することもできる.

10.1開発文字列の定為

BTFでは.よく使用する入力文字列を記号化し,それらを利用することによって.キー入力を

より簡略化することができる.この剛.3入力のための記号(以後,記号変数と呼ぶ)は　　&=

(アンパサンド)で始まる9文字以内の英数字列(一一&"の直後は英字でなければならない)で.

その定義できる内容は, 60字以内の文字列である.定義文字列の中には.記号変数を含むこと

もでき. 60字の艮き制約を回避したり,定義自身を簡略化することができる・ 、ただし.記号変

数を定立文字列で置き換えた時.全体の長さが254文字を越えることはできない.　また,その

ときに,さらに記号変数が含まれる形式になってはならない.

同喪文字列fiJ定哉するには,まず定義画面を呼び出し(10.1.1離) ,ブルズクリ一一ンエディタに

ょって編集する.次に, INTERPRTサブコマンドによって解釈し, BTFに登録する・

登録した定義文字列は, (TSSセションが変わっても)次の封はで有効であり, BTF配下で

はいつでも使用することができる.

10.1.1定義画面の呼びmL

単独入力フィールドに"SYN"(画面孟餓別名)をキーインし, PF2キーを押下する・

ときの画面の表示例を図1 8に示す.

⇒ll〓

-- SYlt0押YH DEFIHITIOH TABLE
STRING
.c/ォ

この

t
o
-
S
B

s
i
n
t
j

l
F

f
^
t
^
二
l

I
J
_
▼

ォ>

ID(SYH) -　1/　1

-

---I-

DISP=〉PF6.FRVD= 〉PF8.BACK-〉PF7.REPF=〉PF5, RSET= )PF9,川TR=〉PF4.SVAP= 〉PF2.TERH=〉PF3

図1 8.同義文字列の定義画面の例
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10.1.2宙集方法

フルスクリーンエディタによる将集では,表示されている文字列を直接変更できるほか.下記の

行サブコマンドによって基本的な作業を行うことができる.

I(追加)

D(削除)

DD(範囲削除)

R(繰返し)

RR(範囲繰返し)

C(接写)

cc(範囲接写)

M(移動)

MM(範囲移動)

A(後)

B(前)

行サブコマンドは.画面右側の…):くく"が表示されているフィールドに入力する.上記の行

サブコマンドのうち,-II一一および一一R一一は,その後に数字を指定し.複数行を処理することがで

きる.また.下記に示すように.対をなして用いなければならない行サブコマンドがある.

DD-DD

RR-RR

(CまたはM)-(AまたはB)

(cc一ccまたはMM-MM)-(AまたはB)

例)*==,1/--Nl/

MM=Sく

%U-_¥U′lヽ′lヽ
ォMM*

!<=-A

これらの対になった行サブコマンドは,画面にまたがって指定することができ,その際.画面に

は,"PENDING"の表示がなきれる.なお,この状掛ま,PF9キーによって解除するこ

ともできる.

また.将兵作業を補助するサブコマンドとして,FINDサブコマンドとCHANG琶サブコマ

ンドがある.これらの入力形式は,

.FIND/文字列/

.CHANGE…/文字列1/文字列2/【ALL]

であるFINDサブコマンドでは,画面の2番目の定義文字列(左端の記号変数フィールドは

含まれない)から指定の文字列が検索され.それ以降の定義が画面の先頭から表示される.CH

ANGEサブコマンドでは,画面の先頭の定義文字列の中から指定した文字列が新しい文字列で浸

き換えられる.HALL'-パラメータを指定すると,画面の先頭の定義文字列だけでなく,それ

以降も同様な処理が施される.また,オペランドを省略した場合には.前回指定したオペランド
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が使用される.これらのサブコマンドは. PFキーと併用することによって操作性が増す.つ

まり.オペランド省略のCHANGEサブコマンドをPFキー(標準的には, PF6キー)に設定

しておけば,一度FINDサブコマンドとCHANGEサブコマンドを実行した後, PF5キーの

繰返し検察によって.目的の文字列が含まれるものの前後関係を判断しながら.必要なもののみを

PF6サーによって置き換えることができる.

きちに.本エディタでは,変更ミスの救済手段として,リカバリ機能がある.　画面の2行目に

●'ALTERED-RHの表示がある時に, RECOVERサブコマンドを入力すると,変更直前

の状態が復元きれる.　この復元きれた状態では,表示が"ALTERED"になり,続けてRE

COVERサブコマンドを入力すると, BTFに登録されている定義状態(初期状態と呼ぶ)が復

元きれる.

なお,同義文字列の表示において.文字列の最後は,ブランク(blank)とナル(null)とを区別で

きるように　蝣蝣/*"が付加きれた形で表示される.

10.1.3　登録と復元

将兵した同義文字列は, INTERPRTサブコマンドまたはPF4キーによってシステムに普

録される.　正常に登録きれると.画面上の"A'LTERED-'の表示が消え,以後の編集におけ

る初期状態となる.　登録した定義情報は, BTFを終了すると自動的に保存される.　終了以前

であれば.初期状態(-"ALTERED"が表示されていない状態)でのRECOVERサブコマ

ンドの入力によって, BTF起動時の内容に戻すこともできる.　従って,恒久的な定義と一時的

な定義を使い分けることが可能である.

10.1.4　利用法

登録した記号変数は, BTFで表示きれるすべての画面で使用できる.　また,同義文字列の定

義画面においては,下記の例に示すように,既に定義した記号変数を.それ以降の定義のオペラン

ドに引用し,利用することができる.

&s　　-=>　SYSOUT (A)/*

&LS　-->　LIST　&S/>!く

記号変数の使い方は, TSSコマンドプロシジャの場合と類似しており,記号変数の終りを示す

日. ‖ (ピリオド)は,その後に英数字または".日が続く場合を除いて省略できる.

例)記号変数"&ABC"の内容が"EFG"の場合.次のようになる.

&ABC (XYZ)　->　EFG (XYZ)

&ABC. XYZ　　->　EFGXYZ
I

&ABC. . XYZ　->　EFG. XYZ

また.記号変数を入力の先頃で使用する場合は●-&.●を省鴫できる.　この機能を用いれば,記号

変数として定義したものをコマンドとして自由に1tJ用することができる.

例)先の定義例で,

LS NONUM団

とすると.
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LI ST SYSOUT (A)　NONUM

を入力したことになる.

10.1.5　定義画面の終了

定義画面を呼び出したメニュー画面に復帰するには, PF3キーを押下する.　なお,定義文字

列の編集途中(INTERPRTサブコマンドを入力しない)でPF3を押した場合,再度の呼出

しで作業を続行できる.　ただし, BTFを終了するときには登録した内容しか保存きれない.

10.2　PFキーの定義

PF2キーおよびPF3キーを除くすべてのPFキーは,前述の「10.1同義文字列の定義」と

同じ方法によって, BTFのサブコマンドを利用者独自に設定することができる.

PFキーは,記号変数として, -'PF一一に続いて　12の数字(13-24はPFキーとはな

らない)を指定した場合に設定される.また, PFキーの定義の場合には,そのほかに特別な記述

法として.定義文字列の中に一一&1--, --&2--.・・・. ''&9"を指定することができる.

これらは・記号変数ではなく・ PFキーを押下するときのパラメータとな争・

さらに,このPFキー設定では,直前に押下したPFキーを条件にすることもできる.

例1) PFlキーを押したとき,コマンド履歴画面(図17)を表示させる.

&PFl　==> .SOS ENTERI.SOS CMDI.SOS PF2/>!く

①　　　　　　②　　　　③

説明:①ENTERキーを押して.カーソルを単独入力フィールドに移動する.

②画面識別名"CMD"をキーインし.

③PF2キーを押して,履歴画面を呼び出す.

例2) PF12キーを押したとき, EDITコマンドを実行きせる.　そのとき.パラメータ

も指定できるようにする.

&PF12　==> .SOS EDIT &1 &21.SOS ENTER/*
①　　　　　　　　②

説明.'①文字列"EDIT"とPF12キーのパラメータをキーインする.

'・&1"および"&2"は, PF12キーを押した時,そのパラメータ

(ブランクで区切られた入力文字列)を猫入する位置を示す.

②ENTERキーを押す.

入力と生成結果との関係は次のようになる.

①　　　　　　・・・〉　EDIT宙

NON ①　　　　　　・>　EDIT NON固

ASIS匿)　　　〉　EDIT NON ASIS固
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例3) PFlキーを押したとき.コマンド履歴画面(図17)および同義文字列定義画面(図

18)を交互に表示させる.

&PF2.1 =-> .SOS ENTER I.SOS SYN I.SOS PF2 Iヱ堪引.SOS PF7 I遡/>:く
①　　　　　　②　　　　　①　　　①　　　⑤　　　⑥

&PFl　=-> .SOS ENTERI.SOS CMDI.SOS PF2/>!く

①　　　　　　②　　　　③

最初の定義は, PF2キーの後にPF lキーを押したときの条件付PFキーを示し,

2番目は条件如しの定義を示す.　同じPFキーに対して,条件付と条件無しの両方

を定義する場合,条件無しをかならず最後に指定しなければならない.

1行目の説明;

①ENTERキーを押して.カーソルを単独入力フィールドに移動する.

②画面識別名" SYN-Iをキーインし,

①pF2キーを押して,定義画面を呼び出す.

◎表示画面を一時的に待避する.

⑤pF7キーを押す. (PFキーの最新履歴更新)

◎待避画面に復帰する.

2行目の説明;

①ENTERキーを押して,カーソルを単独入力フィールドに移動する.

◎画面識別名"CMD"をキーインし,

③PF2キーを押して.履歴画面を呼び出す.

なお. PFキーには,表示画面によって多少異なるが,棟準的な設定があり,以下のようになっ

ている.

上記の棲準設定を変更する場合(ただし, PF2およびPF3は変更できない) , PF9キーの内

叡ま代替手段がないので注意きれたい.

九州大学大型計算桟センター広報
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10.3　コマンドの実行制御

FLISTコマンドのオペランド省略時解釈.およびBTF配下でのコマンド実行(EDIT.

DELETE)に関して.以下の環境を設定することができる.なお,設定はSETサブコマン

ドを使用する.

王) FLI STコマンド

VOL, DSN,スペース量単位の省略値

例) .SET VOL(rMI*) DSN(30) SPACE(TRACK)回

以下の条件をFL I STのオペランド省略時解釈にする.

・ボリューム通し番号が　MI"で始まらない.

・データセット名が30文字以内のものしか表示しない.

・データセットのスペース量をトラック蝉位で表示する.

ii) DELETEコマンド

実際に消去する前の聞合せ

例) .SETDEL(PROMPT)回　・ ・ ・実行前の聞合せをする.

.SET DEL(NOPRO)宙　　・ ・ ・実行前の問合せをしない.

iii) EDI Tコマンド

内容識別修飾子がないデータセットに対して与えるデータタイプ

例) .SET TYPE(TEXT)固　　　　　　　TEXT'-タイプを与える.

.SETTYPE田　　　　　・ ・ ・プロンプト後に入力する.

10.4　開始コマンドのオペランド省略

FLI STコマンドおよびMLISTコマンドのオペランドはシステムに記憶させることがで

普,次回以降の指定を省くこと(コマンド名だけの入力)ができる.　これらのオペランドは.メ

ニュー画面が表示された後に, SAVEサブコマンドを入力することによって記憶される.　記憶

は, FLISTコマンドとMLISTコマンドでそれぞれ独立に行うことができ,次のSAVI:ま

で有効である.　それぞれの記憶内容は, SHOWサブコマンドによって表示できる.

例) .SHOW回　　　・ ・ ・記憶しているオペランドを表示する

FLIST : * ALL VOL(PUB*)

MUST :

・ ・ ・記憶しているオペランドでFLISTコマンドを実行する

"FUST　*　VOL(PUB*) "を入力するのと同じ

-39- 九州大学大型計算織センター'広報
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第2卓β　　T T Y端末Bこねもナる使用法

第2部では, TTY無手順端末における使用境を解説する. 1行80桁表示可能な端末であれ

α,ディスプレイ型端末でもよいし,タイプライタ型端末でもよい.　械種による操作上の違いは
■′

ない.　具体的な機種名については,九大大型計算機センター広報の「TSS端末一覧」の珊-に

掲載きれている.

これらの端末では.以下のような表示が行われ, READYモードでのコマンド入力形式のほか

に,データセットに付けられた番号(1-20)を指定することによって.コマンド入力を容易に

Jtm

FLIST MENU - V20/L01 - PREFIX(F0090 ) - 85/01/01 - ID(Fl) --　1/ 51

1 EXAMPAAA CNTL PS

2　EXAHPBBB DATA PS

3　EXAMPCCC CNTL PS

4　EXAHPDDD DATA PS

5　EXAHPEEE FORT PS

6　EXAMPFFF CNTL PS

7　EXA肝FFF FORT PS

EXA肝　　PLI PS　　　15　EXAMPOOO CNTL PS

9　EXAMPIII PLI PS　　　16　EXAHPOOO FORT PS

10 EXAHPJJJ LOAD PO　　　17　EXAMPOOO LOAD PO

ll EXAMPKKK PLI PS　　　18　EXAHPOOO PLI PS

12　EXAMPLLL FORT PS　　　19　EXAMPXXX FORT PS

13　EXAHPI朋H DATA PO　　　20　EXAMPXXX LOAD PO

14　EXAMP州N BASIC PS　　　- CONTINUE一一

'*端末一党の樹は, Vol.16以降ではN0.1とH0.4に掲載きれている(ただし, Vol.19ではNo.2) .
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第2部TTY端末

1.開始と終了

BTF (TSSコマンド入力支援システム)は, TSSのLOGON処理終了後.コマンド入力

モード(READY状態)において,下記のいずれかのコマンド入力によって開始する.

(I)データセットメニュー表示　　　　　　:FLISTコマンド

川)区分データセットのメンバメニュー表示:MLISTコマンド

1.1　FLI STメニュー

FLISTコマンドを用いると.カタログしているデータセット(ただし, VSAMデータセッ

トを除く)が20個を単位としてメニュー形式で表示される.　きちに, FLISTコマンドのオ

ペランドにデータセット名の特長やデータセット編成(順データセット.区分データセットの別)

を指示することによって,それらを選択して表示することができる.　表示の一例を図1に示す.

例)

FLIST国

FLIST MENU - V20/L01 - PREFIX(F0090
1 EXAMPAAA CNTL PS
2　EXAMPBBB DATA PS
3　EXAMPCCC CHn PS
4　EXAMPDDD DATA PS
5　EXA肝EEE FORT PS
6　EXAMPFFF C¥lTL PS
7　EXAHPFFF FORT PS
FLIST

8　EXAMPHHH PLI
9　EXAMPIII PLI
10 EXA肝JJJ LOAD
ll EXAMPKKK PLI
12　EXAMPLLL FORT

13　EXAHPHMM DATA
14　EXAMPNNN BASI
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図1. FLI STコマンドによるデータセットメニューの表示例

(国中, PSおよびPOはそれぞれ順データセット,区分データセットを示す)

1.1.1名前による選択

データセット名の第1修飾子(通常.ユーザ識別修飾子)を除く名前の特徴を. FLI STコマ

ンドの第1オペランドに下記のように指示することによって.表示メニューの項目を選択できる.

AB*　　　　　　'ABHで始まるもの

:<ab AB一一で柊わるもの
Or

K. FORT*　　内容拭別修飾子中が'-FORTHで始まるもの

'.・'AB. #　　　ユーザ指定名*書が・・AB Hで終わるもの

A*B. #　　　　ユーザ指定名がHAl●で始まり.-B-●で終わるもの

AB*. FORT: "AB''で始まり内容識別修飾子が一一FORT"であるもの

#ABC#. )旨　;ユーザ指定名に　ABC"を含むもの

#.　　　　　　　内容識別修飾子をもつもの

「#.ォ　　　　　内容識別修飾子をもたないもの

i T^T

* 3以上の修飾子からなるデータセット名において.最後の修飾子が内容誠別修飾子とみなされる

*データセット名から第1修飾子と内容誠別修飾子を除いたものがユーザ指定名とみなされる.
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ここで　　　　アスタリスク)は任意の文字列を示す　FLISTコマンドのオペランド指定

が全くない場合には‖*●tになる.

例) FLIST　*.FORT①　　・ ・ ・内容識別修飾子が"FORT"のものを表示する.

FLIST A*旬　　　　・ ・ ・データセット名が"A"で始まるものを表示する.

FLIST　固　　　　　　・ ・ ・すべてのデータセットを表示する.

1.1.2　掃成による選択

データセット編成のタイプを選択するJYラメータとして,次のものを指定できる.省略時は"A

LL"である.

PS　　　頗データセット

PO　;区分データセット

ALL　　すべてのデータセット

当Jt'ラメータを指定するときは.名前による選択パラメータを省鴫できない.

例) FUST　*　PO固

すべての区分データセットを表示する

1.1.3　ボリュームによる選択

データセットの存在するボリューム通し番号の特徴を.名前による選択パラメータの後に指定す

る.　省略時は全ポT)ユームが対象となる.

例) FLIST　串　VOL(PUB*)団

ポtjユーム遺し番号が　PUB'-で始まるものをすべて表示する.

FLIST　等　V(rMIGRAT)田

ボリューム遺し番号が"MI GRAT"以外のものをすべて表示する.

1.2　MLI STメニュー

MLI STコマンドを用いると. 1つの区分データセット中のメンバ名一覧がメニュー形式で表

示される.　メンバ名が(あるメンバの)別名となっている場合には,メンバ名の左指にItサl,II

(アズタ1)スク)記号が付きれている.　表示の一例を図2に示す.

例)

MUST CMDPROC.CLIST国
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4APLA8ATNSGY
MUST

畢覗;
LE
F

ハ

L

V
∧
E
S

A

D

Di
t

0

1

2

日
目
L
H
H

D

1

-

∩

 

S

s
s
　
　
=

n
O
_
3
_
3

COC/2C/2C/2

f
-
4
Q
C
3
Q

tt　　*fr

i
t-C
j
T
f
l
r
t

O
i
-
'
i
 
i
<
　
I

me

16 *DST

T

1/ 150

) ,VOL(PUB029)
DSTATUS

EASYSPSS

ENDQ
FC MP

図2. MLIST3マンドによるメンバメニューの表示例
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1.3　メニュー表示の終了

FLISTおよびMLISTメニュー表示を終了するには, ENDサブコマンドを用いる.　そ

のままTSSセションも終了するのであれば, LOGOFFコマンドまたはLOGONコマンドを

入力してもよい.

例) .END国

2.メニュー項目の移動

2.1相対位置による移動

端末に表示されている先頭の項目からの相対番号を‖/‖ (スラッシュ)記号の後に符号と共に

指定することによって,メニュー項目の前後の移動が行われる.　なお. "/士20"に対しては

特別のサブコマンドが用意されている.

例)　/+10　:10項目先へ

/-10　: 10項目後へ

.UP　　: 20項目後へ

.DOWN　;20項目先へ

2.2　絶対位置による移動

端末に表示される先額のメニュー項目の位硬を直接的に指定することによって.項目表示を移動

することができる.

例) .TOP 【gI　　　:最初の項目を表示する.

・BOTTO〟国　　.'最後の項目を表示する.

また.特別な指定法として.メニュー項目の番号と‖/一一を"n^/-●の形式で入力すれば,そ

の項目が先塀へ移動する.

例) 15/国 番号1 5の項目が先頭に移動する.

2.3　項目サーチによる移動

メニュー項目の文字列またはその一部を指定し,鉄当する項目を検索することによって,画面の

移動を行うことができる.

例) /ab>:く　　; ''AB"で始まる項目のサーチ、  "/AB…と指定してもよい.

/*AB AB　で終わる項目サーチ.

/A*B Hで始まり●-a.Iで終わる項目のサーチ.

/A*B#C MA..で始まり'.B''を含み''CHで終わる項目のサーチ.

なお.サーチ処理は.表示されている2番目の項目から下に向かって一巡するまで行われる.

軟当する項目が見つからない場合は,最終のメニュー項目が表示される.
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3.　コマンド入力

TSSコマンドおよびBTFのサブコマンドの入力形式には.以下に示すように, READY状

態と同じ入力形式(以後.単独入力形式と呼ぶ)と,メニュー項目番号を指定した入力形式(以

後.項目指定入力形式と呼ぶ)がある.

I)コマンド名ーオペランド

例) LISTALC STATUS団

.RENEW団

11) nーコマンド名(n:1-20)

例) 9　EDIT　　　　団

9 .RENEW窃

3.1 BTF用サブコマンドとTSSコマンドとの区別

BTFには.いくつかのサブコマンドがあり, TSSコマンド(READY状態で入力可能なコ

マンド)と区別するために, ‖/" (スラッシュ) , ''. -I (ピリオド) ,またはII-II /イコー

ル)で始まっている.

3.2　TSSコマンド入力

3.2.1単独入力形式によるTSSコマンド入力

通常のREADY状態と同じ形式で入力する.

例) LISl℃昏

STATUS国

3.2.2　項目指定入力形式によるTSSコマンド入力

項目描定入力形式によるTSSコマンド名の形式には,次の2種類がある.

(日通常使用される英字で始まるコマンド名形式

入力したTSSコマンドは,第-オペランドとしてメニュー項目を指定したように変換され

ち.

データセットメニューの場合には.

nーコマンド名・・・〉　コマンド名　データセット名

例)
PLIST肥附-- V20/L01 -- PREFIX(FOO90 )
1 BXAt伊AAA CHTL PS

2　EXAMPBBB DATA PS
3　EXAHPCCC CNTL PS
4　EXA肝DDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS

6　EXA肝FFP CNTL PS
7　EXA)伊FFF FORT PS
FLIST
3　EDIT昏

O

EDIT EX蛸PCCC.CNTL昏

九州大学大型計算機センター広報
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8　EXAMPHHH PLI PS

9　EXAMPIII PLI PS
10 EXAMPJJJ LOAD PO
ll EXAMPKKK PLI PS
12　EXAHPLLL FORT PS
13　EXAMPMMM DATA PO
14　EXAHPNNN BASIC PS
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- 85/01/01 - ID(Fl)

15　EXAMPOOO
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第2部TTY端末

メンバメニューの場合には,

nーコマンド名・・・〉　コマンド名　データセット名(メンバ名)

例)

一一MUST - V20/Lot

TYP-REC (F) , LR (***80)
1 ALL〔℃
2阜ALL∝ATE
3　APL

4　APLA
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3　EDIT昏
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となる.コマンド名のほかにオペランドを指定した場合には,それらは第2オペランド以降

となる.
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1 ALLOC

2軸LL(冗
3　APL

4　APLA

打L IST

3　REN (XYZ)国

5
6700

.
ォ
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・
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ォ
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=
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DPROC. CL

,EXT(*1)
9　ATN

E
-
Q
C
-
J

&
Q
E
-
O
u

T
⊥
　
l
S

10　AXEL
ll DEF
12 *DSC

r
l
岨
W
^
^
M
X
*
ユ

^
O
_
J
_
J
E
-

ォ
O
C
/
O
G
O
C
O
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r
-
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Q
Q
Q
Q
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-
e
o
^
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Q
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l
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'

3串間
山

T

S

サ

C

/

0

<

C

=

E

O

I
D
E
n
H
u
F

0
)
5
9
1
2
0

/

8

 

S

H
L
胤
r
a
r
v
i

c
u
=
3
C
u

_
J
ォ
C
S
>
-
O

n
D
E
-
M
Q

HP

u

R訓　CHDPROC.CLIST(APL) (XYZ)昏

ただb,オペランド指定の中に.'=一一(イコール)または"詛-II /コロンイコール)がある

と次のように変更される.

・データセットメニューの場合

・・・〉　　同一データセット名

例)

-和一FLIST MENU -- V20/LOl - PR

1 EXA肝AAA QITL PS
2　EXAHPBBB DATA PS
3　EXAl伊CCC CNTL PS
4　EXAHPDDD DATA PS
5　EXA肝EEt! FORT PS
6　EXAHPFFF CNTL PS
7　t!XAHPFFF FORT PS
FLIST

3　COMPARE =国

8　EXA猫用㌢
9　EXAMPIII PLI

10 EXA肝JJJ LOAD
ll EXAMPKKK PLI
12　EXAMPLLL FORT
13　EXAMPMMM DATA
14　EXAMPHNN BASI

〟8
5

一

G
O
C
/
5
O
O
O
O
J
n
U
S

I
.
.
Q
_
a
-
Q
_
a
_
a
_
o
_
a
_C

1/01 - ID(Fl)
15　EXAMPOOO
16　EXAMPOOO
17　EXAMPOOO
18　EXAMPOOO
19　EXAMPXXX
20　EXAMPXXX

M
C
O
O
M
M
(
U

O
.
0
.
0
.
0
.
0
.
0
.

_
3
t
-
Q
 
t
-
C
S

E

-

ォ

a

s

ォ

0

-

i

o

d
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c

U

H

n

U

O

L

ハ

U

ハ

U

O
C
L
.
-
J
C
u
C
i
.
-
J

- CONTINUE一一

:同一データセットの比較によってレコード軟を調べる

O

COMPARE EXAMPCCC. CNTL EXAMPCCC. CNTL団
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解　　　　説

・メンJtメニューの場合

・・・〉　　データセット名(同一メンバ名)

例TYP堪T--V2
(p),LR(望£LOl
*80)瓦紹払那馳鞘冨1 ALL∝　　　　5　ATHAPLA　　　9　ATNSPL
2 *ALL∝ATE　　6　ATHEASP 10 AXEL
3　APL　　　　　7　ATNFCMP ll DEF
4　APLA　　　　　8　ATNSGY　　12 *DSC
MUST

I
5l
持

一

D

n

w
H
U

T

h
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n
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I
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・
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-
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-
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叩
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.
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仰
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.
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3　CO肝=昏　　　・'同一メンバの比較によってレコード款を調べる

凹

COMP qD_岬C.CLIST(APL) C坤PROC.C岬T(APL)ョ

s一・サ・〉同-メンパ名

即i講晶-V20
),LR(*£L01-
*80),BL紹鋸豊臣馳鞘冨KIALL∝5AluAPLA9ATNSPL
2^ALLOCATE6AluEASP10AXEL
3APL7ATNFCMPllDBF

i
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▲
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n
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c
o
c
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o
o
c
/
i
o
o

*
-
i
C
=
>
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C
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) , VOL (PUB029)
DSTATUS
EASYSPSS
ENDQ
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L
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l
h
u

)
4
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-
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O

O

O

u
n
e
や
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i
i
 
i
i
 
i
C
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(
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O
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▲

5
>oLI　▼ヽノLIJ　ヽ

DSTATU S
EASYSPSS
ENDQ
FCMP

3　COPY C岬.CLIST(:=) 【β　　　;同一メンバを別のデータセットに作成する

u

COPY CMDPROC.CLIST(APL) CMD.CLIST(APL)昏

0　ー59

t

⊥

2

0

/
B
l

‖

U
Q
_

川)通常のコマンド名の前に"-" Iマイナス)がついた形式

'一一.'を除いたTSSコマンドとして実行する.　その際. (I)の形式変換は行われない.

従って, ALLOCATEコマンドのようにデータセット名がキーワードオペランドとなって

いる場合には.以下のように指定することができる.

例)

-- FLIST MENU
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F
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(
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D
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16　EXAMPOOO

17　EXAHPOOO

18　EXAHPOOO

19　EXAMPXXX

20　EXA肘PXXX

- CONTI*lUE
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-
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/1

4 -ALLOC F(FTOIFOOI) DA(=O SHRゥ

^

ALL(冗 F(FTOIFOOI) DA(EXAMPDDD.DATA) SHR昏

ここで.オペランドの・・=サ(イコール)はメニュー項目を示すために使用される((I)と同

じ).
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3.3　BTF用サブコマンド入力

BTF用サブコマンドは.原則として.単独入力形式と項目指定入力形式のどちらで入力する場

合でも.その働きは同じである.ただし,次のものは項目指定入力形式で制御対象を限定するこ
とができる.

ACCESS, TYPE, NOTYPE, RENEW

例) .RENEW　　　　メニュー全体の情報再教定

5一.RENEW　　メニュー項目番号5の情報再設定

3.4　入力コマンドにおける制約

BTFの中では, TESTコマンドを除くすべてのコマンドを実行できるが, LIBRARYコ

マンドの有効範囲は本システム内だけに限られ,メニュー表示の終了(READY状態)と同時に

無効となる.一方, READY状態で入力したLIBRARYコマンドは.再度READY状態

で変更するまで有効である.

また.アテンション出口を定義したコマンドプロシジヤの実行中に,アテンションキー(BRE

AKキー)を押下すると, BTFは直ちに終了し, READY状態となる.ただし.この終了は,

TS Sの動作環境を破壊している場合があるので,十分注意きれたい.

3.5　コマンド実行終了後の表示

実行したコマンドがRENAMEコマンドであり.それが項目指定入力形式で入力されたもので

あれば,コマンド実行結果に従って,メニュー項目は新しい名前に変更される.　また, DELE

TEコマンドの場合には,その項目番号が削除される.

3.6　コマンドの一時中断と再開

実行を開始したコマンドがEDITコマンドのようにサブコマンドをもつものやSASコマンド

のようにTSSコマンド実行槻能をもつアプリケーションの場合には,その実行を一時中断して.

元のメニューを表示することができる.　コマンド中断状態では.別のコマンドを実行することが

でき.また実行中断コマンドを再開することができる.　以下に.これらの使用例を示す.

m

EDIT EDITモードメッセージ

X QUIT国 EDITコマンドの中断

FLIST FUSTモードメッセージ

PE CMD ID(F0091) ACCUPDAT唱)団　　　　　　　　PERMITコマンドの実行

PLIST

.VAKEUPョ

FLISTモー・ドメッセージ

EDITコマンドの再開

EDITモードメッセージ
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解　　　　説

4.メニュー情報の訂正

BTFのもとでのTSSコマンド実行において.コマンド実行結果が必ずしもメニュー表示に反

映しているとは限らない.例えば,単独入力形式でのDELETEコマンド入力,コマンド実行

時のプロンプティングによるパラメータ入力,データセットスペースの拡大などによって筋単に情

報の中味は変更きれる.　従って,これらのメニューに表示きれている情報は. BTFのサブコマ

ンドによって訂正できるようになっている.

4.1表示情報の再設定

表示情報を再設定するには,メニュー全体に対する方法と,メニュー項目個々に対する方法とが

ある.　使用するサブコマンドは,いずれも同じRENEWサブコマンドで.単独入力形式で入力

すれば全体が再設定きれ,項目指定入力形式で入力すれば,そのメニュー項目に関する情報のみが

再設定きれる.　なお.実際に存在しない項目はこのとき削除される.

例) 10 .RENEW昏　　;メニュー項目番号10の再設定表示

4.2　項目追加

メニュー項目(メンバ名またはデータセット名)は, APPENDサブコマンドによって.新た

に追加することができる.　ただし,このときには,項目名が追加されるだけで,そのほかの情報

は, RENEWサブコマンドによって設定しなければならない.

例)

FLIST l艦　- V20/L01 - PREFIX(F0090
8　EXA肝川佃PLI1 BXA肝AAA CHTL PS

2　EXAMPBBB DATA PS
3　EXAMPCCC CNTL PS
4　EJCA肝DDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS
6　EXAMPPPF CNTL PS
7　EXA肝FFF FORT PS
FLIST

.APP即D EXAMPIJ.FORT国
2
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図3.データセットメニューにおける項目追加の例

なお.追加する項目が実際に存在すれば,同じ目的で,単独入力形式のRENEWサブコマンド

を入力する方法もあるが.メニュー項目数が多いとその処理に時間がかかる.
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5.メニュー表示形式

5.1表示情報の変更

メニューの表示形式として,図1および図2に示した形式のほかに,データセットメニューでは

レコード長などの付属情報を表示するようにした形式(図4) ,メンバメこ、ユーでは別名との対応

関係を表示する形式(図5)がある.　これらの詳細情報の表示には, WHOLEサブコマンドを

用いる.　なお,初期の表示形式に戻すにはNAMEサブコマンドを用いる.

.WHOLE国
FLIST MENU ---
1 EXAHPAAA CNTL
2　EXAMPBBB DATA
3　EXAMPCCC CIln.

4　EXAHPDDD DATA
5　EXAMPEEE FORT
6　EXAMPFFF CNTL

7　EXAMPFFF FORT
8　EXAHPHHH PLI
9　EXAMPIII PLI
10 EXAMPJJJ LOAD
ll EXAMPKKK PLI
12　EXAMPLLL FORT

13　EXAHPMMH DATA
14　EXAHPNNH BASIC
15　EXAMPOOO CNTL
16　EXAMPOOO FORT
17　EXAMPOOO LOAD

18　EXAMP∝)0 PLI
19　EXAMPXXX FORT
20　EXAHPXXX LOAD
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表示の意味は左から以下のとおりである.

項目番号

ユーザ指定名(最大2 0文字まで表示)

内容識別修飾子

DSORG (データセット掃成)

RECFM (レコード形式)

LRECL (レコード長)

BLKSIZE (ブロック長)

EXTENT (エクステント教)

確保量(キロバイトまたはトラック単位)

実際使用量(百分率, 10　　は‖):く*日で表示される)

作成日

ボリューム通し番号

図4.データセットメニューの付属情報の表示例
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- HLIST - V20/L01 - F0090.C

TYP-REC (F) , LR (**暮80) , BLK(*6160
A LL∝

詛A LLOC ATE

^

-

i

c

M

e

n

"

n

ォ

i

n

c

D

C

-

o

o

o

i

O

r

-

i

c

v

j

c

o

'

<

j

<

L

O

c

o

c

^

-

o

o

o

o

l

l

l

l

l

l

l

l

l

1

2

闇都TRK(**3

ALL転云軒6i這誹1)-
*4),VOL(P甜ALLOC

A㌣L
APLA
A一mAPLA

ATHEASP

AluFCHP
ATNSGY
ATNSPL
AXEL
DEF
*DSC
DSCAN

*DSL
DSL IST
*DST
D STATUS

EASYSPSS

84/ll/20 09:44　　29

ENDQ
FCMP 85/09/20 17:19　　60

DSCAN
DSC
DSLIST
DSL

D STATUS
PST

図5.メンバメニューの付属情報の表示例

:区分データセットがソース形式で　PFDまたはEDITコマン

したメンバであれば作成時刻とレコード教も表示される.

5.2　ソーティング

データセットメニューの場合には.そのメニュー項目(データセット)に付随する属性情報(作

成日など)に対して.メンバメ=ユーの場合には作成時刻およびレコード教(PFDまたはEDI

Tコマンドで作成したメンバに限る)に対して.両方向のソーティングができる.　ソートは,

S "の次にソートの対象を示す文字を鰍ナて指定する.方向を指示する場合には,さらに●'

Au (昇順)または1.D" (降順)を指定する.

データセットメニューにおける付属情報とソートの対象を示す文字,および方向の省略値は次の

とおりである.

・データセット名(NAME)

・内容識別修飾子(TYPE)

・データセット将成(DSORG)

・レコード形式(RECFM)

・レ?-ド長(LRECL)
・ブロック長(BLKSIZE)

・エクステント放(EXTENT)

・確保圭

・使用量

・作成日

・ボリューム遺し番号

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986

⇒　N;昇順(アルファベット順)

⇒　T;昇順(アルファベット順)

⇒　o;昇順(アルファベット順)

⇒　R;昇順(アルファベット順)

⇒　L;昇順

⇒　B;昇順

⇒　E;降順

⇒　S:降順

⇒　U;昇順

⇒　D;降順(新しい順)

⇒　V:昇順(アルファベット順)
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例) .SS　　　　確保量の降順にソートする

.SSA　　　確保量の矧頃にソートする

また,メンバメニューにおける付属情報とソートの対象を示す文字,および方向の省略値は次の

とおりである.

・メンバ名　　⇒　N;昇順(アルファベット順)

・作成時刻　　⇒　D.'降順(新しい順)

・レコード歎　⇒　S;降順

例) .SD　　　作成時刻の新しい順にソートする

.SDA　　作成時刻の古い順にソートする

5.3　メニュー項目名による選択表示

特定のメニュー項目をその名前の特徴によって選択し,該当するものだけを表示(抽出メニ

ュー)することができる.　抽出メニューの中から.ざらに選択指示を行うと.それらは追加抽出

となる.　抽出状態は先頭タイトルの　SELECT"表示によって識別できる.

抽出メニュー状態はすべての項目選択指示("* ")によって解除きれる.

例) .SEL A*　　s Aで始まるものの抽出

.SEL　　㌣A　; Aで終わるものの抽出

.SEL rA串　;Aで始まるもの以外の抽出

.SEL　　く　　;抽出表示の解除

内容識別修飾子が-・CNTL"または　FORTHのデータセットを表示する例を以下に

示す.

FLIST ¥侶NU -- V20/LOl - PI柑FIX(F0090
1 EXA肝AAA CNTL PS
2　EXAMPBBB DATA PS

3　EXAMPCCC CNTL PS
4　EXAMPDDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS
EXA肝FFF CHTL PS
7　EXAHPPFF FORT PS
FLIST

8　EXA打PHHH PLI
9　EXAMPIII PLI

10 EXAMPJJJ I』AD
ll EXAMPKKK PLI
12　EXAMPLLL FORT
13　EXA糾Pl刷M DATA

14　EXAHPMN BASI

.SEL　害.CNTL国

- SELECT MENU -- V20/L01 - PREFIX(F0090
1 EXAMPAAA CNn PS
2　EXAMPCCC CNTL PS

3　EXAHPFFF CNTL PS
4　EXAHPOOO CNTL PS
-END-

FLIST

-SEL　*.FORT国
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CONTINUE -

1/　51

) -85/01/01 - ID(Fl) --　1/　4

- SELECT MENU - V20/LOl - PREFIX(F0090 ) - 85/01/01 - ID(Fl) -　1/　8
1 EXAMPAAA CNTL PS
2　EXAMPCCC CNTL PS
3　EXAMPEEE FORT PS

4　EXAHPFFF CNTL PS
5　EXAMPLLL FORT PS
6　EXAHPC氾O CNTL PS
7　EXAMPOOO FORT PS
FLIST

8　EXAMPXXX FORT PS
-END-
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5.4　メ=ユー項目の表示抑止

表示されているメニュー項目は　.X" (EXCLUDEサブコマンド)によって表示を抑止

することができる.

例)メ=ユー項目番号15から4つの項目を表示しないようにするには次のように指定する.

PLIST膿汁U
1 EXAHPAAA
2　EXAHPBBB

3　EXA肝CCC
4　EXAMPDDD
5　EXA肝EEE
6　EXA肝FFF
7　EXAMPFFF
FLIST
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なお,表示抑止したメニュー項目はRECOVERサブコマンドまたはRENEWサブコマンド

によって再表示きれる.
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6.複数メニューの生成

1つのメニューから別のメニューを生成(例えば, FLI STメニューからMLISTメニュー

を表示)した場合,それらの生成したメ=ユーは有機的に結合され.後から表示したメニューを終

了しなくても, SWAPサブコマンドのメニュー切り替えによって.前のメニューを使用すること

ができる.

例)

FLIST MENU一一- V20/L01 -- PREFIX(F0090

1 EXA肝AAA CNTL PS
2　EXA肝BBB DATA PS
3　EXAHPCCC CNTL PS

4　EXAMPDDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS
6　EXAHPFFF CNTL PS
7　EXA肝FFF FORT PS
FLIST

MUST CMDPROC団.
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2軸LL∝ATE
3　APL
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なお,生成できるメニューの教は9までである.
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7.内容鞍別修飾子の取り抜い変更

BTFでは,メニューの初期表示(生成)時において.データセット名が3つ以上の修飾子から

構成される場合,最後の修飾子が自動的に内容識別修飾子として取り摸われる.　そこで,これら

の捗銀子がTSSコマンド規約に適合しないとき,コマンド実行時に不都合が生じる場合がある.

例えば. ''ユーザ名.ABC.SOUCE"というデータセットは.最後の修飾子がED I Tコマンドで技え

るデータセットタイプ名ではないため.そのままでは編集できない.　このようなときには,内容

戟別修飾子がないものとして動作するように指示する必要がある.

7.1データセットメニューでの変更

データセットメニューでは.個々のメニュー項削こ対して内容識別修飾子の取扱いを変更する方

法と,メニュー全体に対して変更する方法とがある.　いずれの場合も,入力するサブコマンドは

同じで,入力する形式が単独入力形式か項目指定入力形式かによってその対象が異なるだけであ

る.　内容戟別修飾子を無効にするには, NOTYPEサブコマンドを使用する.　逆に,有効に

する(元に戻す)には, TYPEサブコマンドを使用する.

内容識別修飾子を無効にすると.メニュー項目のデータセット名表示が連続して表示される.

例)

10 .NOTYPE国

FUST ¥収　- V20/L01 - PREFIX
1　EXA肝AAA C州TL
2　EXAMPBBB DATA
3　EXAMPCCC CNTL
4　EXA肝DDD DATA
5　EXAMPEEE FORT
6　EXAMPFFP CNTL
7　EXAHPFFF FORT
FLIST

Z
/
i
*
S
I
X
/
i
&
O
l
/
1
X
/
i
C
O

0

.

0

.

0

.

0

.

0

.

0

.

0

.

O
O
C
J
O
t
-
1
C
M
C
O
^
'

I
 
l
l
 
l
l
 
l
l
 
l
1
-
I

EXAMPHH

O
L
O
P

ォ
蝣

(

〓

n

90

I

EXAHphi pli

EXAMPIJ. FORT
EXAMPJJJ LOAD
EXAMPKKK PLI
EXAMPLLL FORT
EXA

・

t

i
D
A

5
E叫肝

ー

　

S

S

◆

O

S

S

n

V

h
r
P
◆
n
 
n
 
n
 
n

- 85/Ol/01
i
o
e
o
c
-
o
o
o

r
-
4
r
-
I
r
-
1
t
-
I
t
-
I

n
H
レ

ハ
L

l
 
I

I
A
S

1
8
l
lF
N
(
u
n

D
l
I
M

I
肝
i
　
ォ
:

V
t
ハ

EXAMPOOO CNTL

EXAMPOOO FORT
EXAHPOOO LOAD
EXAMPOOO PLI

20　EXAMPXXX FORT
- CONTINUE -

M
O
O
O
O
O
O
O
&
O

C
u
Q
_
Q
_
D
_
a
_
Q
_

l
l
5/1

7.2　メンバメニューでの変更

メンバメニューでは,コマンド制御の対象となるデータセットが1つであることから.メニュー

全体に対してのみ,内容識別修飾子の取り技い変更を行うことができる.　従って. NOTYPE

サブコマンドおよびTYPEサブコマンドは,単独入力形式と項目指定入力形式のいずれで入力し

てもその効果は同じである.

内容誠別修飾子を無効にした場合.先頭のメニュー項目表示で(TOPサブコマンド入力時). 2

行目の先頭3文字が　TYP'-からHNTY''に変更される.

例)
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部華令言語

第3号β　　手旨　　令　　言　　語

BTFに関係するコマンドには.本システムを開始するためのコマンドとその中で使用するサブ

コマンド,および通常のTSSコマンドがある. BTF用サブコマンドは, TSSコマンドと異な

る形式をしており,一一. I- (ピリオド) ,一一/一一(スラッシュ) ,または‖=" (イコール)で始

!2^

TSSコマンドは.フルスクリーン型端末の場合,画面最上段の入力フィールド(単独入力フ

ィールド)またはメニュー項目右横の入力フィールド(項目指定入力フィールド)に入力する.

TTY型端末の場合には,通常のREADY状態における入力形式(単独入力形式)の他に,先頭

にメニュー番号を付けた入力形式(項目指定入力形式)がある.　ここで,単独入力フィールド

(単独入力形式)のTSSコマンドは.入力形式のとおりに実行し,項目指定入力フィールド(項

目指定入力形式)のTSSコマンドは,メニュー項目のデータセット名またはメンバ名を第1オペ

ランドとして付加した後.実行する.

これに対して, BTF用サブコマンドでは,単独入力フィールド(単独入力形式)で入力すると

メニュー全体が.項目指定人カフィールド(項目指定入力形式)で入力すると指定した項目だけが

操作対象となる.

なお,フルスクリーン型端末の場合,サブコマンドデリミタ(" I " (縦棒) )で区切ることに

よって, 1行に複数のコマンドを入力することができる.
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解　　　　説

1.メニュー開始用コマンド

1.1　FLI ST

機能・・データセットメニュー画面を表示する.　表示するメニューを名前や属性によって選択

することもできる.

形式;

オペランドの説明

選択修飾子;ユーザ指定名と内容識別捗飾子の特徴をl-. I- (ピリオド)をはさんで指

定する.　任意の文字列として.-)!く一一(アスタリスク)を使用できる.　先頭

に記号(‖「.T)を付けて否定表現にすることもできる.　省略時は‖;I(..

となる.

例) FL r;..く. FORT　く

A上L/PO/PS　　データセット編成による選択を指定する.　POは区分データセ
t

ットを示し. PSは順データセットを示す.

旦旦/TRACK:メニュー画面のデータセットスペース量の単位を指定する.　KB

はキロバイトを示し, TRACKはトラックを示す.

VOL (選択子) ;存在するボリュームを選択して表示する場合に.その名前の特徴を

指定する.　任意の文字列(空を含む)として‖〉!く‖ (アスタリスク)を使用

できる.　また,選択子の先頭に記号(''「'-)を付けて否定表現にすること

もできる.　省鴫時は, VOL (*:)となり.すべてのボリュームが表示され

る.

例) FL );く　VOL(P-UB*)

DSN (n) :ユーザ識別修飾子を除くデータセット名の長さの最大値を指定する.

ここで指定した長さ以上の名前のデータセットは表示きれない.　省鴫時はn=

17 (SETサブコマンドで変更可能)である.

OPTION (-サブコマンドの並び●) ;　メニュー画面表示後に.自動的に実行させ

たいサブコマンドを(校数実行する時はサブコマンドデリミタと共に)指定す

る.　引用符は省略できない.

九州大学大型計算機センター広報
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

例) FL　ォ: O ('. ST I/*. FORTl)

データセットタイプでソートし,内容識別修飾子がH FORT"の

ものを初期画面とする.

FILE:　FILEサブコマンドでデータセット(FLI ST. FILE)に保存して

おいたメニュー画面を再現する.　このパラメータを指定t/た場合には他のパラ

メータは指定できない.

注意:　当コマンドは.原則として.サブコマンドモード(例えばEDITモード)でのXコマ
ttp

ンドによる呼び出しでは使用できない甲.　ただし,そのコマンドがBTF配下で呼び出

されたものであれ.ば,実行中コマンドを中断状態( 「4.コマンド実行制御用サブコマン

ド」参照)にして.メニューを表示する.

入力例)

i) FUST A寄回

ユーザ指定名が"AHで始まるものを表示する.

II) FUST　*.FORT本国

内容識別修飾子が" PORT "で始まるものを表示する.

ill) FLIST r*.*固

内容識別修飾子がないものを表示する.

iv) FLIST　字PO固

区分データセットを表示する.

v) FUST A寒PO固

区分データセットでユーザ指定名が"A"で始まるものを表示する.

vi) FLIST　*TR V(rMIGRAT)固

マイグレーションきれていないデータセットを表示する.　このときのスペース量は

トラック単位で表す.

vil) FUST　* V(PUBォ) OC.ACCl)固

共用ボリューム上にあるデータセットを更新日の新しい順に表示する.

Mil) FLIST　* DS(40)底)

データセット名(ユーザ識別修飾子を除く)が40文字以内のものだけを表示する.

Ix) FLIST FILE

データセットに保存されているメニューを再表示する.

専PFDやSAS等のTSSコマンド実行機能を持っアプリケーションからの呼び出しも原則とし

て行えない.
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解　　　　説

1.2　MLI ST

横地; 1つの区分データセットのメンバメニュー画面を表示する.
形式;

オペランドの説明

区分データセット名; 1つの区分データセットの名前を指定する.

SELECT (選択子) ;　メンバを選択して表示する場合に.その名前の特徴を指定す

る.　任意の文字列(空を含む)として　#　　アスタリスク)を使用でき

る.　また,選択子の先頭に記号('●「一一)を付けて否定表現にすることもで

きる.　省略時は　SELECT (>:()となり.すべてのメンバが表示され

る.

例)ML　'SYSl. PROCLIB'　SEL(*FORT*)
ML CMDPROC SEL(rA*B)

OPTION Cサブコマンドの並び') :　メニュー画面表示後に.自動的に実行させ

たいサブコマンドをサブコマンドヂリミタと共に指定する.　引用符は省略でき

ない.

例)　ML CMDPROC O C/S')

注意;当コマンドは.原則として,サブコマンドモード(例えばEDITモード)でのXコマ

ンドによる呼び出しでは使用できない*.ただし.そのコマンドが本支援システム配下

で呼び出されたものであれば.実行中コマンドを中断状態( 「4.コマンド実行制御用サ

ブコマンド」参照)にして.メニューを表示する.

事PFDやSAS等のTSSコマンド実行槻能を持っアプリケーションからの呼び出しも原則とし

て行えない.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

1.3　QUI T

機能　　BTF配下でTSSコマンドを開始した場合に,その実行を一時的に中断して.メニ

ュー画面を再表示する.　コマンド中断状態では,別のコマンドを実行することもでき

る.

なお,実行中断コマンドを再開するにはWAKEUPサブコマンドを使用する.

形式;

注意;フルスクリーン型端末の場合には, CANCELサブコマンドによって中断コマンドを

キャンセルすることもできる.　また.コマンド中断は5つのコマンドまで行うことがで

き,按数ある場合の再開およびキャンセルは, WAKEUP/CANCELサブフマンド

入力時の選択メニューで11W" (再開)または"C" (取消)を指示する.

例)

EDIT

X QUIT囲

BTFによる項目サーチ,

コマンド実行

・WAKE固

EDIT

モードメッセージ

EDITコマンドの中断とメニュー画面への復帰

PERMITコマンドやLDコマンドのようなXコマンドで直接実
ヽレ

行できない特殊コマンドq-もBTFの下では実行できる

EDITコマンドの再開

・ ・　モードメッセージ

*特殊コマンドには, LIBRARYコマンド,およびRACF関連のコマンド(RACF使用手

引書参照)等があるが, LIBRALYコマンドは中断状態でのBTFでも実行できない.
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解　　　　説

1.4　RETURN (フルスクリーン型端末のみ)

機能; l三XITサブコマンドによりメニュー両而から一・時(伽こREAl)Yモー-ドに抜けMiLT:

場合,それからメニュー画面へ捜帰する.

形式:

コマンド名 オ　　ペ　　ラ　　ン　　ド

RETURN

注意:当コマンドは,サブコマンドモード(例えばEDITモード)でのXコマンドによる呼

び出しでは使用できない.また. EXITサブコマンドを入力したセションと異なるセ

ション(再ログオンなど)で使用することもできない.

例)

達男IT喧

READY

通常のコマンド入力

READY
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.　システム制御用サブコマンド

2.1 /(スラッシュ)

機能;メニューをスクロール(移動)する. 4種類の指定方法がある.

形式;

n ;表示先頭のメニュー項目からの相対番号.

検索子:メニュー項目の検索文字列.任意の文字列を示す‖ ):く日や否定記号●●「日

を指定することができる.

例) /T　　　　　: "THで始まる項目への画面移動. ‖/T*日と同じ.

/「*ABC*　　一一ABC一一を含まない項目への画面移動.

n ;先頭に表示するメニュー項目の絶対番号.

例) /I　　　　　　　最初のメニュー項目からの表示　. TOP"と同じ.

/100　　　: 100番目の項目への画面移動.

指定したメニュー項目が先頭に表示される.

フルスクリーン型端末では.移動するメニュー項目横(項目指定人カフィールド)に

入力する.

TTY型場末では,項目指定入力形式で次のように入力する.

例)メニュー番号,/団
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解　　　　説

2.2　ACCESS

機能;チ-一夕セットメニューで,口付フィールドに最新の参照日または更新日を表示する・

形式:

オペランドの説明

旦/R:参照日か更新日かを指定する　"U日は更新日を示し, -.R.-は参照日を

示す.

注意: (1)本サブコマンドは,単独入力フィールド(TTY端末では単独入力形式)で入力し

た場合にはメニュー全体が表示対象になり.項離日定入力フィールド(TTY端末で

は項目指定入力形式)で入力した場合にはその項目だけが表示対象になる・

(2)メニュー全体に対する実行後は,日付の新しい順にソ一一トきれて表示される・
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.3　ALI AS

機能;　メンバメニュー表示において.別名メンバのみを選択表示する.　単独入力フィールド

(蝉独入力形式)のRENEWサブコマンドによって元に戻る.

形式;

注意: (1)本サブコマンドu,単独入力フィールド(TTY端末では蝉独入力形式)と頃日指

定入力フィールド(項目指定入力形式)のどちらの方式で入力してもその効果は同じ

である.

(2)実行後は,別名に対応する本名のアルファベット順にソ一一トきれて表示される.

別名の順に並べるにはソート用サブコマンド(.SN)を使用する.
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解　　　　説

2.4　AP PEND

械能:表示中のメニューに新たな項目を追加する・

形式;

オペランドの説明

メニュー項目;データセットメニューの場合には,追加するデータセット名を指定

する.　メンバメニューーの場合には,メンバ名を指定する.

注意:データセットメニューの場合,追加した項目の属性(レコード長などの)情報を表示す

るには, RENEWサブコマンドを使用する.
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2.5　BOTTOM

機能:最後のメニュー項目を表示する.

形式;
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FRVD=〉PF8.BACK=〉PF7.REPF=〉PF5.OISP=〉PF6,ALIS=)PF9.SWAP=〉PF2.TERH=〉PF3
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解

2.6　CURSOR (フルスクリーン型場末のみ)

機能;カーソルをサブコマンドによって指定の位置へ移動する.

形式;

サブコマンド オ　　ペ　　ラ　　ン　　ド

・CURSOR

CUR

FSKIP[(n)]

BSKIP[(n)]

UP【(n)]

DOWNUn)】

RIGHTl(n)]

LEFT【(n)]

POSITION【(m, n)]

オペランドの説明

FSK王P (n)

BSKIP (n) :

UP (n)

DOWN (n)

RIGHT (n)

LEFT (n)

POSI TION

づキーをn国押すことを示す.

トキーをn回押すことを示す.

↑キーをn回押すことを示す.

J,キーをn国押すことを示す.

⇒キーをn固押すことを示す.

:ケキーをn国押すことを示す.

nの省鴫値は1.

nの省略値は1.

nの省鴫値は1.

nの省略値は1.

nの省略値は1.

nの省鴫値は1.

(m, n) :カーソルをm行n列の位置に移すことを示す.

(m, n)の省略値は　12.40)

注意;本サブコマンドは,記号変数またはPFキーの定義に組み込んで使用する(第1部10

草参照).

入力例)

I) .CUR F(2)固

il) .CUR B固

Ill) .CUR L(10)㊨

iv) .CUR POS固

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986

-66-



TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.7　DISPLAY (フルスクリーン型端末のみ)

機能・.画面切り換え(第1郎6.2)によって使用可能なメニューの種頬を表示する.
形式:
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解　　　　説

2.8　EXCLUDE

梯能;　メニュー項目の表示を抑止する.　抑止されたメニュー項目はRECOVERサブコマ

ンドで全て再表示きれる
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オペランドの説明

n:抑止するメニュー項目数を指定する.　省鴫時は1.

TTY端末では, -'.XX'1による範囲指定はできない.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.9　EXIT (フルスクリーン型端末のみ)

機能;メニュー画面から一時的に抜け出し, READYモードにする.元のメニュー画面に

買るにはRETURNコマンドを使用する.ただし,再ログオンした場合には復帰でき
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解　　　　説

2.10　F王LE

機能;データセットメニュー(FLIST)画面をデータセット(FLIST.FILE)に

保存する.　この保存メニュー画面は. FLISTコマンドの起動時間を短縮するための

もので, FLISTコマンドのFILEオペランドによって使用することができる・

形式;

注意;本サブコマンドはFLISTメニュー画面で入力しなければならない・
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部置令言語

2.11　FI ND

機能　(1)メニュー画面において.項目名(データセット名またはメンバ名)以外の表示情

報に含まれる文字列を検索し.そのメニュー項目まで画面を移動する.

(2)コマンド履歴画面において.コマンド文のオペランドに含まれる文字列を検索

し,そのコマンド文まで画面を移動する.

形式:

オペランドの説明

/文字列/ :検索する文字列の両端をそれに含まれない文字で挟んで指定する.
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解　　　　説

2.12　NOALI AS

機能;　メンバメニュー画面で本名のみを表示する.　単独入力フィールドのRENEWサブコ

マンドによって元に戻る.

形式;
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.13　POP (フルスク'リーン型端末のみ)

械能　　PUSHサブコマンドによって待避した画面を再表示する.

形式;

注意;按数画面が待避されている場合は, F IFO(First In First Out)で取り出され

る.
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解　　　　説

2.14　PUSH (フルスクリーン型端末のみ)

機能;表示されている画面(入力フィールドの内容は除く)を待避する.待避画面の取り出

しはPOPサブコマンドを用いる.本機能は,一時的に画面移動をして,また元の画面

を表示したい場合に用いられる.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.15　RECOVER

機能　　EXCLUDEサブコマンドで抑止したメニュー項目を再表示する.
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解　　　　説

2.16　RENEW

械能;メニュー画面に表示されているメニュー項目やその他の情報を再設定する.　単独入

力フィールドでは,メニュー全体が対象となり,項目指定入力フィールドでは,そのメニ

ュー項目に関する情報だけが対象となる.

また,メンバメニュー画面における単独入力フィールドでの入力は.別名または本名の

みの表示形式をもとの状態に戻す.

形式;

注意　TTY端末では.単独入力形式で入力した場合にメニュー全体が表示対象になり.項目

指定入力形式で入力した場合にその項目だけが表示対象になる.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.17　SAVE (フルスクリーン型端末のみ)

機能:メニュー画面を表示した時の開始コマンド(FLISTまたはMLIST)のオペラン

ドを,次回以降のオペランド省略値として記憶する.

形式:

オペランドの説明

画面言哉別子;画面生成の状態表示画面において指定する.　これは,画面中で

一一ID. I-とタイトル表示されているものを用いる.
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解　　　　説

2.18　SELECT

機能.・　メニュー項目をその名前の特徴によって選択し.該当するものだけを表示(抽出)す

る.　抽出画面の中から,選択指示を行うと,新な抽出を現在の抽出項目に追加して表示

する.

形式;

オペランドの説明

選択修飾子;メニュー項目の選択文字列.任意の文字列を示す‖);く-■を含めるこ

とができる.　省略時は全てのメニュー項目を表示し,追加選択状態を解除

する.

例) .SEL　暮.CNTL回
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.19　SHOW (フルスクリーン型端末のみ)

機能　　SAVEサブコマンドによって記憶したFLI STおよびMLI STコマンドのオペラ

ンド省略値を表示する.

形式;

FLIST : * ALL VOL(PUB*)

MUST :

-79- 九州大学大型計算機センター広報
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解

2.20　SOS (フルスクリーン型端末のみ)

機能;サブコマンドによってキー入力操作を代行(シミュレート)する.

形式;

オペランドの説明

PFn:　シミュレートするPFキーを指定する.　nはキーの番号で1から24ま

での数.　ただし, 13から24までは1から12までと同一.

ENTER:　H ENTERHキーをシミュレートするとき指定する.

入力文字列;カーソル位置の入力フィールドに対して.入力すべき文字列を指定す

る.　-'PFn Hと"ENTER"は入力できない.

注意:本サブコマンドは記号変数またはPFキーの定義に組み込んで使用する(第1郎10章

参照)

例) .SOS ENTERl.SOS STATUSI.SOS ENTER
①　　　　　　②　　　　①

説明;①ENTERキーを押して,カーソルを単独入力フィールドに移動する.

(ENTERキーを単独入力した場合,カーソル移動が行われる)

②11STATUS　をキーインする.

①ENTERキーを押して, STATUSコマンドを実行する.

.SOS ENTERI.SOS CMDI.SOS_P_P2

①　　　　　②　　　③

説明;①ENTERキーを押して.カーソルを単独入力フィールドに移動する.

②'-CMD"をキーインする.

①pF2キーを押して,コマンド履歴画面(第1部8章参照)を呼び出す.
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

2.21　TOP

機能;　メニューを先頭のメニュー項目から表示する.
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解　　　　説

3.ソート用サブコマンド

3.1サブコマンドの形式

ソート用のサブコマンドは,その名前でソートの対象および方向を示し,下記の形式をとる.

X

y

ソートの対象を示す1文字の英字

ソートの方向を示し　"A" (昇順(アルファベット順) )または●lD" (降順

(アルファベット逆順) )を指定する.　省略時は, xの内容によって決められ

る.

3.2　サブコマンドの種類　_

サブコマンドの種類とそのソートする対象.およびソート方向の省略値との関係を以下に示す.

I)データセットメニューの場合

サブコマンド名 向省略値 ソ　ー　ト　の　対　象

A

A

A

A

A

A

D

D

A

D

A

データセット名(NAME)

内容識別修飾子(TYPE)

データセット編成(ORG)

レコード形式(RF)

レコード長(LRECL)

ブロック長(BLKSZ)

エクステント数(EX)

確保畳(SPACE)

使用量(%)

日付(CREATE or REFER or UPDATE)

ボリューム通し番号(VOLUME)

Jf)メンバメニューの場合

^HBEgTd^M^TTTmni- , ・ -
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

1

4.コマンド実行制御用サブコマンド

4.1 CANCEL (フルスクリーン型端末のみ)

機能　BTF配下では, TSSコマンド(EDITコマンドなど)実行中に,メニュー開始コ

マンド(PLIST,MLIST) ,またはQUITコマンドをXコマンドで呼び出すこ

とによって,そのコマンドが一時的に中断され,再びメニュー画面が表示される.本サ

ブコマンドは,これらの実行中断(保留)コマンドをキャンセルする.　保留状態のコマ

ンドが2つ以上存在する場合には.それらの選択画面を表示する.　選択画面では,読

当コマンドの入力フィールド(左端)に-●C'-を入力しなければならない.

形式;

注意;コマンドの巾には, SASやPFDのようにキャンセルできないコマンドもある..　この

場合には,必ずWAKEUPサブコマンドによって実行を再開しなければならない.

例) .CAN固

※he>:

--一一一一一　　　一　　　PEHDH柑　COHHAHD SELECTIOH l柁HU　-一一一一一一一一　　　　　　一一一一-

EDIT EXAHPFFP. CIITt.
C EDIT EXA肝FFP.FORT
PFD

StfAP=>PP2. TERH=〉PF3
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解　　　　説

4.2　NOTYPE

槻能;データセット名の最終修飾子によって決まる内容識別修飾子を知効にする.　データセ

ットメニューにおいて.単独入力フィールドでは.メニュー全体が対象となり.項目指定

入力フィールドでは,そのメニュー項目だけが対象となる.　メンバメニューの場合に

は,どちらの入力フィールドにおいても,メニュー全体が対象となる.

形式;

注意;本サブコマンドは,単独入力フィールド(TTY端末では単独入力形式)で入力した場

合にはメニュー全体が表示対象になり.項目指定人カフィールド(TTY端末では項目指

定入力形式)で入力した場合にはその項目だけが表示対象になる.

例) .HOT固
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

4.3　SET

梯能: (1)内容識別修飾子のないデータセットに対するEDITコマンドのデータタイプ省

略債を設定する.

(2)データセットまたはメンバを消去する際の問い合わせを制御する.

(3) FLISTコマンドのオペランド(VOL, DSN,スペース単位)省鴫億を設定

する.

(4)設定値の表示する.

形式;

オペランドの説明

TYPE (内容識別修飾子) ;項目指定人カフィールドにおいて,内容識別修飾子

のないデータセットに対してEDITコマンドを実行する際に,データタイ

プの省帽値を設定する.　内容識別修飾子を指定しない場合には・　EDIT

コマンドからプロンプトきれる.　初期値は"DATA"が設定されてい

る.

VOL (選択子) : FLISTコマンドのVOLパラメータ省略億を指定する.

任意の文字列(空を含む)として=;;く●- (アスタリスク)を使用できる.

また.選択子の先頭に記号(''「 ")を付けて否定表鄭こすることもでき

る.

DSN (n) : FLISTコマンドのDSNパラメータ省鴫値を指定する.

SPACE (KB/TRACK) :　FLISTメニュー画面のデータセットスペー

ス畳の単位を指定する.

DELETE (PROMPT/NOPRO) :項目指定入力フィールドにおいて,

データセットまたはメンバを消去する際の問い合わせを制御する　　PRO

MPTを指定すると, DELETEコマンド実行時に確認応答が必要とな

る　　NOPROでは無条件に消去される.

無指定;既に設定した値を表示する.

注意;本サブコマンドで設定した情報は, BTF終了後も保存される.

例) .SET昏

SET DELETE(NOPRO)　SPACE(KBYTE)　TYPE(DATA　)

VOL (*　　)　DSN (17)
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解　　　　説

4.4　TYPE

械能　　NOTYPEサブコマンドによって知効にした内容言鵬州夢飾子を有効にする.　データ

セットメニューにおいて,単独入力フィールドでは,メニュー全体が対象となり.項目指

定人カフィールドでは,そのメニュー項目だけが対象となる.　メンバメニュー画面の場

合には,どちらの入力フィールドにおいても,メニュー全体が対象となる.

形式;

オペランドの説明

内容識別修飾子;　メンバメニューにおいて. (データセット名の最終修飾子と異な

る)固有の内容識別修飾子を(EDITコマンドに)付加する場合に指定す

る.

注意　　TTY端末では,単独入力形式で入力した場合にメニュー全体が表示対象になり,項目

指定入力形式で入力した場合にその項目だけが表示対象になる.

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

4.5　WAKEUP

機能　　BTF配下では, TSSコマンド(EDITコマンドなど)実行中に,メニュー開始コ

マンド(FLIST.MLISI') ,またはQUITコマンドをXコマンドで呼び出すこ

とによって,そのコマンドが一時的に中断され,再びメニュー画面が表示される.　本サ

ブコマンドは,これらの実行中断(保留)コマンドを再開する.　保留状態のコマンドが

2つ以上存在する場合には,それらの選択画面を表示する.　選択画面では,該当コマ

ンドの入力フィールド(左端)に"WHを入力しなければならない!

形式;

注意　　TTY端末では.選択画面は表示きれない.

例) .WAKE厨

===>

PEHDIHG COHHAHD SELECTIO汁　NEltU　-一　　　　　一　　一　　　-

EDIT EXAHPFFF.CHTL
EDIT EXAHPFFF. FORT
PFD

SVAP=〉PF2.TERH=〉PF3
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解　　　　説

5.コマンド繰返し制御用サブコマンド

5.1 =(イコール)

槻能;　直前に入力したTSSコマンドを繰返す.

形式:

注意　　EXI TサブコマンドによるREADY状態では使用できない.
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5.2　?(疑問符)

械能:フルスクリーン型端末の場合に. =(イコール)サブコマンドで実行する内容を入力

フィールドに表示する.　そのまま実行する場合には, I-ENTER"キーを押下する.

形式;

注意: (1) EXITサブコマンドによるREADY状態では使用できない.

(2) TTY場末では.コマンド終了後の2次レベルメッセージが表示される.
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解　　　　説

6.同義文字列定義用サブコマンド(フルスクリーン型端末の31)

メニュー画面の入力フィールドに"SYN"をキーインし. "PF2"キーを押下すると,同義

文字列の定義画面(下図)が表示される.この画面では以下の編集用サブコマンドを使用できる.

-FTV

SY*IOHYH D肝INITIOH TABLE
HAHE STRING

&PF5.6　　　事〉 .C/辛
書事　EHD　書事

ID(SYN) -　1/　1

ォ==*

DISP=〉PF6.FRVD=〉PF8.BACK*〉PF7.REPF= 〉PF5.RSET=〉PF9. IHTR'〉PF4.SUAP= 〉PF2. TERH=〉PF3

6.1　CHANGE

機能;同義文字列の定義画面において.左端の記号変数を除く文字列を変更する.

形式;

オペランドの説明

/文字列1/文字列2/ ;定義画面の3行目(先頭)に表示されている=文字列

1''を‖文字列2日で置き換える. "/" (スラッシュ)は, ''文字列1

日および1-文字列2"に含まれない任意の文字で代用できる.

ALL :定義画面の先頭に表示されている定義文字列以降のすべての定義に対し

て,該当する文字列を置き換える.

省略時;前回指定したオペランドと同じになる.

注意:本サブコマンドでは左端の記号変数フィールドは変更やきない.画面エディタおよび

CHANGEサブコマンドで定義を変更すると.画面の2行目に●-ALTERED-RH

が表示される.変更した定義を使用するには, INTERPRTサブコマンドによって

システムに登録しなければならない.　このとき, "ALTERED-R"の表示は消

え, RECOVERサブコマンド使用時の初期状態となる.

九州大学大型計算機センター広報
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6.2　FI ND

機能:同義文字列定義画面において,定義文字列に含まれる文字列を傾窯し,その定義文まで

画面を移動する.

形式:

オペランドの説明

/文字列/ ;検索する文字列の両端をそれに含まれない文字で挟んで指定する.

注意:本サブコマンドでは左端の記号変数フィールドは検索できない.それらの検索には'■/"

(スラッシュ)サブコマンドを使用する.

s巨　　　'MM

NAME
ヽ

′

〉

＼

/

〉

I
I
 
I
t
 
I
I
 
I
I

I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I

4
t
4
サ

6
1
　
　
　
　
D

・

　

.

　

　

C

M

S

5

2

1

1

E

U
.
U
.
C
I
.
U
.

O
_
C
_
C
_
C
_
'
.
f

・
-
3
-
S
も
&
▲
▼

R
一
一
l
/
H
/
O
V
I

T

/

ハ

3

O

O

N
N
r
t
H
L
山
r
l
'
.
サ
l
V

SYIIOHYHDEFINITIONTABLE一一一一
IHG

隅旺soS
sos訓.SOS

.SOS錆221壷SOSPF7/普
EDIT&1&2.SOSENTER/普

ID(SYH) --　1/　-I

tヽ
1　--lTt

Eコこ-　∵nl

riこほ　Hここ

▼ヽ　一　一Jb

°′ 1. 4.°14

°h tヽ 1-°h
一　　　　一ヽ°

DISP=〉PF6.FRVD=〉PF8,BACK=〉PF7,REPF=〉PF5,RSET=〉PF9.川TR=〉PF4,SVAP=〉PF2.TERH=〉PF3

-91-
九州大学大型計算機センター広報

Vol.19 No.1 1986



解　　　　説

6.3　INTERPRT

械能;同義文字列をシステムに登録する

形式;

注意;同義文字列をシステムに登録すると,画面上のHALTERED-Rl'表示が消え,以

後の更新および復元(RECOVERサブコマンド)時の初期状態となる.

- SYHOHYH DEFINITION TABLE　一一ALTERED -R- ID(SYH) -　1/　6
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6.4　RECOVER

機能;同義文字列の定義画面において,定義文を変更している状態では.変更の直前または初

期状態を捜元する.初期状態では,メニュー画面表示開始(本支援システム起動)時の

定義に戻す.

形式;

注意:画面の2行目に"ALTERED-R一一の表示がある時に,本サブコマンドを入力する

と,変更直前の状態が復元きれる.　この1回復元きれた状態では,表示がHALTER

ED●一になり.続けて本サブコマンドを入力すると.初Rn状態(INTERPRTサブコ

マンドでシステムに登録している定義)が復元きれる.　また.初期状態(画面にHAL

TEREDl-が表示されていない時)にRECOVERサブコマンドを入力すると,シス

テム開始時の定義が復元きれる.

CU
3

⇒〓冒

-SYHOHYHDEFINITIONTABLE-ALTERED-R-ID(SYH)-
RING/6

ヽ

′

〉

〉

ヽ

′

ヽ

′

〉

I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
 
I
I
-
I

!
蝣
!
蝣
!
!
　
己
　
ト
　
l
J

t
t
▲
▼

8
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D

C

x
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・

　

・

　

　

C

M
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H

H
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:

i

n

c

m
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-

-

蝣

>
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U

:
u
-
C
i
.
c
i
.
c
x
.
i
/
>
-

"
N
い
O
.
f
i
.
D
.
O
.
J
ォ
1

8

1

u

-

・

4

W

l

*

O

<

ォ

3

▲

▼

s

O
t
/
J
t
/
l
l
O
C
O
*

L

 

H

 

L

T
/
0
0
0
n
U
L

sosSZ
3
　
　
　
　
*
.
t

P

　

　

　

/

X

I

^

V

刈

u

-
　
/
　
E

v
i
'
O
t
i
;
T
‖

Z
H
」
?
r
a
且

0
.
0
.
a
c
u
j

E

M
t
O
H
M

O
A
U
H
n
V

C/Ot/OUJC/0

1

S

l

l
I
C
Q
O
　
-

V
-
H
M
S
<
皇
T

S
(
L
 
t
′
ク

ー
　
T
R

S

S

2

日

U

‖

0

0

°

も

O

S

S

S

 

S

°

　

t

I

Y

I

I

ォ

f

l

t

/

5

　

I

t

O

n

O

れ

　

　

　

　

(

C

x

J

C

i

J

t

-

(

-

ォ

C

H

-

f

-

・

-

ォ

V

O

O

Z

Z

Q

l

l

b
J
U
I
U
_
3
(
-
30

-
†
ぐ
J
I
C
/
)
C
/
]
C
/
)
_
J

PF7I.POP/*

DISP=〉PF6.FRVD=〉PF8.BACK= 〉PF7,REPF=〉PF5.RSET=〉PF9. IHTR=〉PF4,SVAP=〉PF2.TERH=〉PF3
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7. TTY端末制御用サブコマンド

TTY端末では.前述したサブコマンドの他に, TTY特有なサブコマンドとして.以下の物が

'蝣m

7.1　DOWN

機能;後続のメニュー項目-を表示する.

形式:

注意;　-V+20…と同じ.

例)

FLIST M即u一一一V20/L01 - PREFIX(F0090

1 EXAHPAAA CNTL PS
2　EXAMPBBB DATA PS
3　EXAMPCCC CNTL PS

4　EXAMPDDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS
6　EXAMPFFF CNTL PS
7　EXAMPFFF FORT PS
FLIST

過_壁
1　XAHPAAA
2　XAHPBBB
3　XAMPCCC

4　XAHPDDD
5　XAMPEEE
6　XAMPFFF
7 ′ XAHPFFF

FUST

c
o
v
i
t
/
5
t
o
c
/
j
o
n
x
/
i

n

 

n

 

n

 

n

 

n

 

n

 

n

ォ

E

3

1

こ

E

3

仙

=

H

3

E
-
E
-
'
E
-
'
f
r
-
o
t
f
t
-
o
s
:

U
H
H
A
u
H
<
c
o
=
s
n
U

U

Q

U

Q

ロ

r

C

F
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8　EXAMPHHH PLI 古S
9　EXAMPIII PLI PS
10 EXAMPJJJ LOAD PO
ll EXAMPKKK PLI PS

12　EXAHPLLL FORT PS
13　EXAMPMMM DATA PO
14　EXAMPNNN BASIC PS

S
S
n
D
C
/
O
C
/
2
0
(
/
i

a
_
Q
_
0
-
Q
_
Q
_
Q
_
Q
-C

O
　
　
^
-
*
C
i
-
i

I
 
I
I
 
i
<
C
1
-
i
c
^
E
-
'
o
O

L

L

O

L

O

A

A

a
_
a
_
_
2
a
.
C
」
.
o
c
a

H
I
T
-
s
s
x
u
a
c
r
z
:

K
i
-
n
s
i
'
j
a
n
　
=

3

=

H

-

.

ォ

ー

a

t

*

:

_

J

3

E

=

:

肝
　
-
a
-
Q
-
0
-
c
-

‖
:
-
c
-
c
-
c
-
e
地
目
W
H
E

V
▲
ハ
Y
ハ
V
∧
V
∧
V
∧
V
▲
ハ
V
入

o
o
o
o
i
-
i
o
q
c
o
^

l

'

・

▲

I

l

l

-94-

ー85/01/01 - ID(Fl)
15　EXAMPOOO

16　EXAMPOOO
17　EXAMPOOO
18　EXAMPOOO

19　EXAMPXXX
20　EXAMPXXX
-- CONTINUE -

5
R
D
C
-
O
O
O
O

i

-

サ

t

-

t

r

-

1

t

-

l

l

-

I

C

M

n
U
n
U
n
U
O
V
∧
V
A
n
H
u

O

O

O

n

U

V

∧

X

‖

u

o
o
o
o
>
∧
V
∧
N

P
P
n
r
P
P
n
r
l

U
n
1
3
:
2
:
H
n
H
M
T

<
c
<
c
<
c
<
c
<
c
<
c
a
s

V
∧
V
∧
Y
ハ
V
∧
V
∧
V
∧
OC

&
O
C
/
2
0
&
0
&
0
0

P

P

P

P

P

P

_
J
」
-
>
O
 
E
-
Q

e
-
>
c
*
:
<
c
i
-
t
o
5
<
c

N
n
D
0
-
3
O
O

C

F

L

P

F

L

C
/
2
&
O
O
C
/
2
C
/
O
O

O
_
a
_
C
U
Q
_
Q
_
Q
_

n
R
T
A
D
I
R
 
T
A

2

=

0

0

-

3

ハ

U

ハ

U

ハ
し

l
l

5/1
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7.2　END

機能;　メニュー画面を終了する.

形式;

一一FLIST MENU -

1　EXAMPAAA CNTL PS
2　EXAMPBBB DATA PS
3　EXAHPCCC CNTL PS
4　EXAMPDDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS

6　EXAMPFFF CNTL PS

例)

V20/L01 - PREFIX(F0090

7　EXAMPFFF FORT PS
FL TS

T
-
1

.END団

8　EXAMPHm PLI
9　EXAMPIII PLI
10 EXAMPJJJ LOAD
ll EXAMPKKK PLI

12　EXAMPLLL FORT
13　EXAMPMMM DATA
14　EXAMPNNN BASI

0

/
i
r
i
e
o
c
>
-
o
o
c
>
o
 
i

l
l
l
⊥
　
　
　
　
*
C
S
4
　
I

〟8
5

l

C
O
C
/
2
O
C
/
O
C
/
5
n
U
S

ヽ

C

-95-

1 - ID(Fl)
EXAHPOOO
EXAMPOOO
EXAMPOOO
EXAMPOOO
EXAMPXXX

EXAMPXXX

S
S
n
D
W
W
O

c
u
n
.
n
.
n
,
n
 
n
.

_
j
e
-
e
a
 
e
-
q

T
R
A
T
-
i
e
t
s
<
c

u
H
O
n
D
J
O
O

ハ

L

C

z

　

3

0

.

C

z

　

]

COIrriNUE -

15

/日
日

九州大学大型計算機センタ一缶報
Vol.19 No. 1 1986



解　　　　説

7.3　LI ST

械能;　メニュー項目を再表示する.

形式;

FUST

⊥塁

m

FLIST打ENU - V20/L01 - PREFIX(F0090
1　EXAMPAAA CNTL PS

2　EXAHPBBB DATA PS
3　EXAHPCCC CNTL PS
4　EXAMPDDD DATA PS
5　EXAMPEEE FORT PS
6　EXA肝FFF CNTL PS
7　EXAMPFFF FORT PS
FLIST

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986

EXAMPHHH PLI
9　EXAMPIII PLI

10 EXAMPJJJ LOAD
ll EXAMPKKK PLI
12　EXAMPLLL FORT
13　EXAMPMMH DATA

14　EXAM州NH BASI

-96-

S
S
n
D
C
O
&
O
O
&
O

)
P
P
n
r
n
r
P
P
n
rC

- 85/01/01 - I
i

o

e

o

c

サ

ー

o

o

o

o

i
 
l
i
-
i
t
-
I
t
-
I
t
-
I
C
M

EXAM

n

P

L

H

一

日
=
&
*

F
O
(
n
U

D
P

EXAMPOOO

EXAMPOOO

EXAMPOOO

EXAHPXXX

EXAMPXXX

S
S
n
D
C
/
Q
C
O
O

a
.
0
1
.
0
.
0
-
0
.
0
-

_
3
t
-
Q
 
E
-
>
O

t
-
o
s
<
r
:
>
-
i
o
」
<
c

1
-
n
O
O
J
O
O

ハ
し

COl汀INUE一一

51

/日日



TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

7.4　NAME

機能;　メニュー項目の名前のみを表示する.

形式;

15

/1

F
:
5/1

S
S
n
3
0
0
C
/
2
0

a
-
a
.
0
-
a
.
a
-
c
u

_
J
」
-
C
5
　
　
^
-
Q

」

-

&

」

<

C

>

-

ォ

a

<

s

<

C

N
n
U
n
3
-
J
O
O

O
E
i
　
　
3
C
L
.
C
z
　
　
:

.

^

r

-

t

I

T

3

C

M

t

サ

ー

・

*

*

L

O

A

D

・

*

}

・

O

O

P

-

O

O

C

O

蝣

*

!

・

C

-

I

d

O

O

f

-

t

i
 
i
i
'
i
 
i
Q
O
h
O
O
O
O
O
O
h
Q
O
O
O
H
O
H
h

F
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
l
l

′
'
c
Q
c
a
c
a
c
a
c
b
f
y
i
f
y
>
/
y
>
(
-
y
i
P
サ
ー
i
/
y
サ
^
%
/
v
i
p
*
~
i
^
p
r
v
r
v
^
~
i
'
y
*
/
y
i

D

H

U

‖

∪

‖

U

日

日

日

日

〓

U

H

U

日

日

‖

日

日

3

=

3

=

3

=

∪

=

3

=

3

=

0

=

U

H

U

‖

U

〓

U

i
l
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
n
r
P
P
P
P
P

O

o

o

c

"

-

C

-

C

O

C

M

i

-

i

C

O

C

O

C

O

・

*

!

・

∧

>

C

"

ォ

ー

c

>

J

L

f

i

c

v

j

L

D

3

0

0

o

t

-

i

C

M

t

-

I

i

-

ォ

O

O

C

M

r

-

⊥

　

-

i

C

M

C

M

O

C

M

C

M

C

M

C

M

C

M

C

M

蝣

i

^

T

t

-

i

C

O

C

O

C

M

'

^

f

'

r

C

O

C

O

C

O

C

O

C

M

C

M

L

n

o

O

O

O

O

O

O

O

'

-

t

r

-

i

>
H
H
O
O
O
O
O
O
O

/
o
O
C
s
O
o
o
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
l
^
.
4

蝣

1

O

O

O

O

C

-

O

O

O

O

O

O

O

O

C

-

1

ォ

ー

C

-

C

-

1

>

-

C

-

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

0

/

*

寒

*

*

A

U

*

4

寒

害

*

4

寒

積

寒

i

t

蝣

}

{

・

i

-

*

L

O

悪

事

L
O
*
f
r
寒
心
小
史
T
O
O
心
中
e
o
-
J
t
津
山
や
e
O
ル
中
津
浩
r
蝣
i
f
r
-
5
中
C
M
C
"
-
-
}
*
寒

- ID(Fl)

EXAMPOOO

EXAMPOOO

EXAMPOOO

EXAHPOOO

EXAMPXXX

EXAMPXXX

I

 

i

-

i

C

-

i

-

i

C

O

C

S

t

-

t

功

J

l

▲

 

~

l

⊥

γ

　

　

　

　

　

　

　

　

蝣

H

C

s

j

o

o

m

-

^

o

l

▲

A

U

 

1

 

R

U

ーO
<
　
I
 
k
l
'
f
-
1
C
M
C
-
T
-
i
t
-
i
t
-
i

0
9
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

c
z
-
C
M
C
M
O
C
M
O
C
M
C
M
O
O
C
O
O
O
C
M
C
M
C
M
O
C
O
O
O
"
^

・

¥

　

l

l

'

^

T

▲

蝣

c

t

i

　

　

　

.

J

'

T

r

O

V

I

'

M

 

s

I

'

O

v

T

M

'

i

'

X
C
O
C
O
 
C
O
 
C
O
C
O
 
C
O
 
C
O
C
O
C
O
 
C
O

蠎

-

I

 

1

-

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

-

t

,<a
u
o
o
o
o
o
o
m
o
∧
　
　
O
O
O
N
O
O
 
O
O

o

t

i

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

I

T

3

0

0

0

0

一

o

o

o

o

o

o

c

o

o

o

o

o

一

o

o

o

o

 

I

O

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

C

M

 

r

-

1

00

c

o

c

o

c

o

c

i

t

-

h

C

O

C

i

C

O

C

O

C

-

C

5

C

^

3

C

~

-

C

O

C

O

e

O

C

i

C

M

t

ォ

ー

^

C
ア
_
U
.
t
ア
.
C
c
C
x
.
E
x
.
S
サ
C
i
-
t
c
-
‖
3
U
.
U
.
Z
1
.
>
D
1
.
E
x
.
=
3
C
x
-
C
x
-
=
D

l
l
0L/c
/
Q
c
/
3
x
/
i
o
n
o
n
c
/
j
o
q
c
/
j
t
o
o
c
o
c
/
3
o
c
/
j
c
o
o
q
o
c
/
j
c
<
o
o

o
p
p
p
n
r
p
n
r
p
p
p
p
h
r
P
P
n
r
P
n
r
n
r
n
r
P
n
r

2T
n

I--- FUST肥NU ---
1 EXAMPAAA CNTL
2　EXAMPBBB DATA
3　EXAMPCCC CNTL

4　EXAMPDDD DATA
5　EXAMPEEE FORT
6　EXAMPFFF CNTL

7　EXAHPFFF FORT
8　EXAHPHHH PLI
9　EXAHPIII PLI
10 EXAMPJJJ LOAD
ll EXAHPKKK PLI

12　EXAMPLLL FORT
13　EXAMPMMM DATA
14　EXAMPNNN BASIC
15　EXAMPOOO CNTL
16　EXAHPOOO FORT
17　EXAMPα30 LOAD
18　EXAMPOOO PLI
19　EXAMPXXX FORT

20　EXAMPXXX LOAD
FLIST

.N Eg
01

/
m
c
o
c
~
-
o
o
o
o

i

-

l

l

-

・

i

-

1

t

-

I

r

-

<

r

-

t

C

M

38
5

CONT川UE --

九州大学大型計算機センター広報
Vol.19 No.1 1986

l

c
/
2
&
O
O
C
/
3
C
5
0
&
0

ー
　
P
P
P
P
P
P
n
r

ハ
し

V20/L01 -- PREFIX(F0090
EXAMPHHH PLI

EXAMPIII PLI
EXAMPJJJ LOAD
EXAMPKKK PLI
EXAMPLLL FORT
EXAMPMMM DATA

EXAMPM川BASI

-97-

O
O
t
-
t
C
V
J
C
O
-
^
1

t
-
1
i
-
I
t
-
I
t
-
i
t
-
I

FLIST MENU
C
/
2
X
/
i
C
/
5
0
0
C
O
&
O
C
O

P
n
r
P
n
r
n
r
P
n
r

nz
<

z

▲

ハ

n

U

N

O

ハ
L
D
∩
L
Q
C
x
-
O
C
x
.

1 EXAMPAAA

2　EXAMPBBB

3　EXAMPCCC

4　EXAMPDDD

5　EXAMPEEE

6　EXAMPFFF

7　EXAHPFFF

FLIST
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7.5　SWAP

械能;複数のメニュー画面が存在するとき.操作対象のメニュー画面を切り替える.

形式;

Ea
s
<
c
c
o

<
c
o
Q

E
-
ォ
e
c
a

は
肝
H

L
A
人

F
V
∧
V
∧

E
E
l【l
1
2

- V20/LOl - PREFIX

CNTL
DATAg喜

3　EXAkPCCC CNTL PS
4　EXAMPDDD DATA PS

5　EXAMPEEE FORT PS
6　EXAMPFFF CNTL PS
7　EXAMPFFP FORT PS
FLIST

ML CHDPROC国

-- MUST一一V

TYP-REC (F) , LR
1 ALLOC

2章ALL∝ATE

3　APL

4　APLA

MUST

.SWAP団
- FLIST ME
1 EXA肝AAA
2　EXA肝BBB
3　EXAMPCCC
4　EXAHPDDD

5　EXAHPBEE
6　EXAMPFFF
7　EXAHPFFF
FLIS T

サ
E
I
3

f
e
n

0

_

中

2
(

01

80)
m

e

o

c

ォ

ー

o

o

C
/
i
C
<
O
&
O
V
3
t
/
J
Z
f
X
/
1

一

0

-

a

.

C

L

.

0

-

0

.

C

L

.

a

u

I

J
n
T
A
n
I
-
a
*
n
R

H
u
u
H
<
c
　
=
　
<
c
o
a
I
n
n
U

u

n

U

O

U

Q

C

c

.

ハ

L

F
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I

A

o
O
O
O
l
-
I
C
V
J
C
O
'
t
j
*

r

-

I

r

-

I

・

-

I

r

-

l

l

-

I

EXAMPIIH
EXAMP II
EXAMPJJ
EXA

EXA

EXA

Z

Z

Z

EXAM

P
E
D
 
l

u

P

l

ノ

C
O・CO

0
1

C
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

7.6　UP

機能;前のメニュー項目を表示する.

形式:

注意: "/-20日と同じ.
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m解

7.7　WHOLE

梯能;メニュー項目の名前と属性を表示する.

形式;

S
S
n
U
S
S
n
U

P

P

P

P

P

P

L
叩
-
<
=
>
　
　
E
-
"
C
i

E
-
・
o
s
-
a
r
t
-
i
c
サ
i
<
C

:

ハ

U

ハ

Z

>

-

3

0

0

ハ
し

H
P
5/1- ID(Fl)

AMPOOO

AMPOOO

AMPOOO

AMPOOO

AMPXXX

AMPXXX

TIME --

*

i

o

o

j

i

>

-

-

<

3

#

t

r

3

良

3

蝣

<

*

・

o

o

c

-

o

o

c

o

・

*

*

・

c

*

-

i

n

o

o

e

-

t

i
 
i
i
 
i
i
 
l
o
o
t
-
t
O
O
O
O
O
O
r
H
∧
V
∧
>
O
O
i
-
O
r
-
t
i
-
'

F

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

l

つ

▲

y
c
a
n
o
p
o
e
n
r
o
<
t
i
ォ
^
f
^
r
o
/
v
^
^
v
^
|
*
r
^
t
^
^
,
^
v
^
p
r
>
r
y
^
%
e
じ
B
B
8

0

=

3

=

3

=

3

日

u

U

U

U

‖

3

=

3

=

3

日

U

H

U

H

U

‖

3

=

3

=

3

日

U

‖

U

‖

U

〓

U

T
I
P
h
r
P
P
P
n
r
P
n
r
n
r
P
P
n
r
h
r
P
n
r
n
r
P
P
P
n
r

V
八
X
‥
Y
n
V
∧
V
∧
V
∧
u
n

L
c
J
C
=
J
C
z
J
C
i
J
G
t
J
t
r
J
C
D

01

/

5

爪

3

C

-

O

O

C

5

0

1
1
1
⊥
T
-
I
t
-
1
<
-
<
C
M

〟5OO

1/01 -
0408

0110
0327
0317
0213
0402

o

o

o

o

o

o

o
o
o
o
c
^
-
o
o
o
o
o
o

800401

79 0323

790316

790316

0314

1220

1227

0502

0825

0822

0825

0823

0120

O
O
S
c
O
O
O
O
O
O
t

C
-
C
*
-
C
-
O
O
o
o
o
o
O
O
C
O
O
O

840120

i
n
i
n
o
i
n
i
n
o
c
/
i

)

P

P

P

P

P

P

PC

V20/L01 - PREFIX(F0090
8　EXAMPHHH PLI

9　EXAHPIII PLI
10 EXAMPJJJ LOAD
ll EXAHPKKK PLI
12　EXAMPLLL FORT
13　EXAMPMMM DATA

14　EXAMPNNN BASI

0

k

!

ォ

l

X

i

X

I

J

串

間

此

E

E

m

*

I

*

T

*

I

3

引

U

H

X

7

X

I

X

H

n

L

u

D

E

再

審

5
心
中
サ
/
t
蝣
?
*
蝣
心
や
0
0
山
中
3
山
中
r
r
心
中
0
0
心
5
-
ォ
蝣
小
竹
_
サ
ル
叩
C
M
C
-
-
5
&
-
5
サ

O
O

C
O
C
O
C
O
O
t
-
I
C
O
C
5
C
O
C
O
C
-
C
サ
C
O
C
サ
ー
C
O
C
O
凸
O
C
S
C
V
J
C
^
-
^
J
*

i

O

-

t

-

4

C

O

C

5

1

-

I

C

O

t

-

⊥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蝣

i

C

M

O

O

L

n

-

<

3

*

O

r
-
t
c
O
 
1
-
1
　
　
　
　
　
　
C
O

ーO

'

I

V

t

'

蝣

　

I

O

J

C

^

t

-

I

i

 

l

i

 

l

i

 

l

t

o
9
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

n

V

O

O

4

∩

∪

&

.

C

M

C

M

O

C

M

O

C

g

e

¥

1

0

0

0

Q

O

O

C

M

C

¥

l

C

M

O

C

O

O

O

-

*

r

′

-

、

t

-

I

t

-

f

ォ

y

i

　

<

M

'

i

 

l

i

 

I

 

M

'

<

j

'

O

<

J

'

M

'

r

-

I

r

-

t

.

<

M

'

O

^

'

'

t

f

i

⊥

X

C

O

C

O

 

C

O

 

C

O

C

O

 

C

O

 

C

O

C

O

C

O

 

C

O

I

 

1

 

1

ドP

じ

O

O

O

O

O

O

U

J

O

O

 

O

O

O

C

-

O

O

 

O

O

D
d
O
O
O
O
O
O
C
O
O
O
O
O
L
O
C
O
C
O
 
I
 
O
O
O
O
C
O
C
O
O
O
O
O
 
I
 
O
O
O
O
 
I

O

u

 

C

M

 

r

-

i

l【

B

e

.

B

e

.

C

e

.

f

c

u

E

x

.

」

t

_

=

サ

・

E

x

.

C

x

.

=

u

t

x

.

C

x

.

C

r

.

=

>

f

c

c

C

i

-

:

=

f

c

c

.

C

x

.

H

U

LOl
/

C

O

C

O

C

O

C

O

C

O

C

O

C

O

t

/

i

<

/

l

O

X

/

i

C

O

n

蝣

s

x

/

x

i

/

i

x

s

i

a

t

/

i

x

/

i

n

U

O
h
r
h
r
P
h
r
P
P
P
P
P
h
r
h
r
n
r
P
D
l
n
r
n
r
P
n
r
h
r
n
r

2=>

-100-

o
n
V
i
c
o
o
o
z
/
i
e
/
i
o
o

Q
_
a
-
a
.
a
_
c
u
a
_
Q
-

FLIST I艦HU -
EXAMPAAA QITL
EXAMPBBB DATA

3
<
C
E
-

-
t
-
>
a
」
n
R

2
=
<
C
ハ
U
u
H
n
U

O
C
J
C
j
-
C
J
C
j
.

ハ
し
O
C
x
3
C
x
_
C
x
_

B
o
c
x
3
C
z
.
C
z
-

r
*
i
r
-
'
"
-
r
-

H
P
肝
H
P
肝
肝

c
o
団

T
H
L

雌冊一一一
A CNTL

DATAB

T
A
A
的

指
肝
H

L

A

人

F

V

▲

ハ

V

∧

E

E

EXAMPCCC CNTL
EXAMPDDD DATA
EXAhPEEE FORT
EXAMPFFF CNTL
EXAHPPFF FORT

EXAMPHHH PLI
EXAkPHI PLI
EXAMPJJJ LOAD
EXAMPKKK PLI
EXAMPLLL FORT

EXAMPMMM DATA
EXAMPNNN BASIC
EXAMPOOO CNTL

r
-
*
c
m
c
o
t
j
*
i
n
c
o
t
-
-
J
 
H
W

F
　
　
,

i

C

V

J

C

O

T

W

良

D

0

-

O

O

O

O

i

-

t

C

M

C

O

"

e

サ

*

I

T

S

l

l

l

l

l

l

例)

16　EXAMPC氾O FORT
17　EXAMP∞O LOAD
18　EXAMPOOO PLI
19　EXAMPXXX FORT
20　EXAWXXX LOAD
FL IST

九州大学大型計算機センター広報
Vol. 19 No.1 1986



TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)第3部指令言語

I. PFキーの擦準的機能(フルスクリーン型端末のみ)

PFキーには,表示画面によって多少異なるが.標準的な設定があり.以下のようになってい

る.

上記の標準設定を変更する場合(ただし, PF2およびPF3は変更できない) . PF9キーの内

容は代替手段がないので注意きれたい.
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解　　　　説

今回のTSSコマンド入力支摸システム第2版からTSS/BTFの暗号を付けた.　本システ

ムは, 1980年にプロトタイプを開発して以来,何度となく改訂を行って現在に至っている.

改訂の度に槻能が増え,柔軟性が増す反面,利用法もかなり複雑になってしまった感がある.　今

後は,当初の開発主旨に立ち返り.より簡素なマンマシン・インターフェースを追及して行きたい

と考えている.その意味も込めて,第2版のシステムから, TSS/BTF (Time SharingSys

ten/Brief Touch Facility)と呼ぶことにした.

喜　ts¥

本手引書をまとめるにあたり,福岡女子大学の国宗先生には,数多くの貴重なご意見をいただき

ました.　ここに.感謝の意を表します.
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・富士通(揺):FACOM OSIV/F4　MSP TSS端末操作手引書　78SP-1360

・富士通(樵):FACOM OSIV/F4　MSP TSSコマンド文法書　78SP-1341

・富士通(樵):FACOM OSIV/F4　MSP PFD使用手引書　　　78SP-3101

・アシスト(秩):SAS USER'S GUIDE Ba si c s　1982　Edi ti on

・末永: TSSコマンド入力支援システムの開発について,九大大型計算機センター広報, Vol.15

No.5, PP475-514. 1982
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TSSコマンド入力支援システム(TSS/BTF)付録

【付録　TSS/BTFコマンド一覧】

コマンド 使用可能場末 使用日的

起動・停止用

F Li s t

MLi s t

RETURN

.EXI T

.END

PF3キー

FS/TTY

FS/TTY

F S

F S

TTY

FS

データセットメニュー表示

メンバメニュー表示

READYモードからの復帰

READYモードへの移行

表示メニューの終了

表示メニューの終了

スクロール用

.TOP

.Bo t t om

.Up

.Down

PF7キー

PF8キー

FS/TTY

FS/TTY

TTY

TTY

F S

F S

最初のメニュー画面

最後のメニュー画面

上方向のスクロール

下方向のスクロール

上方向のスクロール

下方向のスクロール

/ (スラツね)

.Fi n d

FS/TTY

FS/TTY

項目サーチ.相対位置指定

属性情報による検察

カーソル移動用

.CUR s o r

ENTERキー

PF12キー

コマンドによるカーソル移動

単独入力フィールドへの移動

単独入力フィールドへの移動

属性表示用

.ACCe s s

.Name

.REn ew

.Whol e

PF9キー

FS/TTY

TTY

FS/TTY
TTY

FS

データセットの参照/更新日表示

メニュー項目名だけの表示

属性情報のリセット

属性の表示

属性の表示/非表示切り換え

ソート用

.SN [A/D]

.ST 【A/D]

.SO LA/D]

.SR 【A/D]

.SL 【A/D】

.SB LA/D]

.SE 【A/旦]

.SS 【A/旦]

.SU [A/D〕

.SD 【A/旦]

.SV 【A/D]

PF4キー

FS/TTY
FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

F S

メニュー項目名(FL/ML)

データセットタイプ(FL)

データセット編成(FL)

レコード形式(FL)

レコード長(FL)

ブロック長(FL)

エクステント教(FL)

スペース量(FL/ML)

使用量(FL)

日付(FL/ML)

ボリューム通し番号(FL)

カーソル位置で示す情報
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解　　　　説

コマンド 使用可能端末 使用日的

選択表示用

.ALi a s

.Append

eXcl ud e

.NOAl i a s

.RECo ve r

.REnew

.SELe c t

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

別名メンバの抽出

項目の追加

項目の表示抑止

本名メンバの抽出

eXclud eの解除

ALi a s/NOAの解除

項目名による選択

再表示用

QUI T

RETURN

.Li s t

.FI LE

.POP

.PUs h

FS/TTY

FS

Ifll的

FS/TTY

FS

FS

コマンド中断でのメニュー表示

READYモードからの復帰

メニューの再表示

データセットメニューの保存

画面の待避

待避画面への復帰

メニュー切替用

.DI SPl ay

.SWAP

PF2*-

生成メニューの表示

メニューの切替

メニューの切替

コマンド再実行用 ?

"CMD"+PF2

コマンド実行の繰返し

直前実行のコマンド表示

コマンド履歴画面の表示

コマンド制御用

QUIT
・1

.CANc el

.NOType

.SET

.TYpe

.WAKEup

FS/TTY
FS

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

FS/TTY

実行コマンドの中断

中断コマンドのキャンセル

データセットタイプの取消

デフォルト設定

データセットタイプの回捉

中断コマンドの再開

佃別設定用

.S a ve

.SHow

H SYNH+PF2

.Chang e

INTer pr t

.RECo ver

.SOS

PF4*-

オペランドの記憶

記憶オペランドの表示

同義文字列定義画面の表示

文字列の変更

同義文字列の解釈および登録

群集データの復元

入力文字のシミュレート

同義文字列の解釈および登録
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